
新
校
舎
訪
問
記

　
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
日
、
同
窓
会
総
会
運
営
委
員

会
会
報
部
の
七
名
が
新
校
舎
を
取
材
し
ま
し
た
。
取
材
班

の
我
々
の
目
に
ま
ず
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は
白
く
て
ガ
ラ

ス
壁
面
が
輝
く
校
舎
と
そ
の
前
に
一
直
線
に
延
び
る
広
い

並
木
道
で
し
た
。
と
に
か
く
明
る
く
て
開
放
的
。
道
の
両

側
に
植
え
ら
れ
て
い
る
欅
は
植
え
ら
れ
て
か
ら
ま
だ
日
が

浅
く
若
木
で
す
が
、
時
と
と
も
に
成
長
し
て
素
晴
ら
し
い

緑
を
も
た
ら
し
、
生
徒
た
ち
に
良
き
憩
い
の
場
を
提
供
し

て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

校門から見る校舎全景。旧校舎の面影はなく、現代的な

デザインと真っ白な壁がまぶしい。

現
代
的
で
機
能
美
に
満
ち
た
校
舎
。明
る
く
、開
放
感
が
い
っ
ぱ
い

1

未
来
へ
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
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❶体育館方向から見た管理棟、教室棟と校舎前の東西に延びるプロムナード。並木の欅が大きくなるのが待ち遠しい。
❷２階メディア・アベニュー内のコンピュータ室。「情報」の授業が行われるので、1クラスが利用できる台数と広さが確保されている。
❸２階メディア・アベニュー内の図書室。❷の写真と同じく4階から俯瞰した眺め。廊下はグラウンドに面している。メディア・アベニューは
4階までの吹き抜けになっていて、開放感いっぱい。
❹生徒用昇降口も段差のないバリアフリー仕様。生徒はここで上履きに履き替える。

吹き抜けのある広い空間、光あふれる環境 
これは高校なのか？ まるで大学のよう・・・

我々は驚きの声を上げた。

　
管
理
棟
１
階
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
に
入
る
と「
こ
ち
ら
に
履
き

替
え
て
く
だ
さ
い
。」と
案
内
の
松

井
先
生
に
言
わ
れ
て
、「
岐
阜
高

校
も
土
足
の
ま
ま
で
は
な
く
な
っ

た
ん
だ
。」の
声
。
靴
脱
ぎ
は
段
差

の
な
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
。
生
徒
の

昇
降
口
も
同
様
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
階
段
を
上
っ
て
２
階
に
出
る
と

校
長
室
、
事
務
室
と
続
き
、そ
の

右
手
に
購
買
部
前
の
明
る
く
て
広

い
空
間
が
あ
り
ま
し
た
。
床
の
フ

ロ
ー
リ
ン
グ
が
清
々
し
く
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
感
じ
で
、
昔
の
購
買
部

し
か
知
ら
な
い
我
々
に
と
っ
て
は
何

と
も
羨
ま
し
い
限
り
で
し
た
。

　
し
か
し
、
な
ん
と
言
っ
て
も
圧
巻

は
そ
の
奥
の
図
書
室
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
室
を
配
し
た「
メ
デ
ィ
ア・ア
ベ

ニ
ュ
ー
」で
す
。
４
階
ま
で
の
吹
き

抜
け
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
側
一
面
の
ガ
ラ

ス
窓
、ア
ベ
ニ
ュ
ー
と
称
さ
れ
る
広

く
て
光
あ
ふ
れ
る
廊
下
。「
ま
る
で

大
学
だ
な
あ
。」「
図
書
室
も
本
屋

さ
ん
み
た
い
に
き
れ
い
。」と
驚
き

の
声
を
上
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

2 1

4 3

購買部前から教室棟の3階につながる階
段。ホテルや公共施設の正面ホール前の
階段のように広くて明るい。

図書室前のグラウンドに面した廊下に作
りつけられたベンチ。このように腰を下
ろして休憩することができ、生徒にも好
評とのこと。

購買部前の広い空間。床のフローリング
とグラウンドに面した一面のガラス窓が
まぶしい。

メディア・アベニュー内の図書室全景。廊下とは、いわゆる壁ではなくガラスと木を使って
仕切られている。光があふれていて、今までの薄暗い図書室のイメージを一新。取材班メン
バーは思わず「まるで大学の図書館か、公共図書館みたい」と口にしていた。

未来へのプロムナード

図書室
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図書室
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コンピュータ室の隣にあり、
ＴＶ、プロジェクターなどが
設置されている。

いわゆる進路資料室。進路
についての調べものはここで
する。「赤本」をはじめとす
る大学入試問題集や進路に
関する各種資料がずらっと
並んでいる。

4F
書道制作室 デッサン室

書道室 美術室 階段昇降機

テラス

テラス

テラス

3F 福祉情報室

選択教室2 選択教室1

音楽室

礼法室

多目的ホール

多目的教室2

調理室

アリーナ
（建設中）

2F

多目的教室1

視聴覚室
コンピュータ室

FP室
書庫

印
刷
室

体育倉庫

進路指導室

図書室

生徒指導室

職員室生物教室
理科総合演習室
選択教室3

物理教室化学教室

化学実験室 物理実験室 生物実験室
校長室

校史資料室放送室

会議室購買部
OC教室

1F
選択教室4

正面玄関

研究・研修室

武道場
（建設中）

部
室

部
室

部
室

保健室教育
相談室

校内案内図
ホーム

ルーム
教室

多目的
教室2

デッサ
ン室 視聴覚

室

Future
 Plann

ingルー
ム

未来へのプロムナード

学
び
の
学
舎

高
ま
る
期
待
感
！

体育
職員室
体育
職員室

準
備
室

準備室

司
書
室

準
備
室 レッスン室

レッスン室1
2

準備室 準備室

体育更衣室

事
務
室

準
備
室

準
備
室

準
備
室

応
接
室

資
料
室

理科職員室

生
徒
会
室

用務
員室

トレーニング室 PTA連合会
安全振興会
事務局

校長協会
事務局

エレベータ

N

教室側の壁に扉付きの生徒用ロッカーが
作りつけられている。壁もロッカーも白で
統一され、床のフローリングとマッチして
爽やかな印象。

特別教室棟４階のデッサン室。廊下を挟ん
で向かい側に、これより広い美術室がある。

一般教室より広く、自習室をはじめとして
様々な用途に活用できる多目的教室。

黒板に向かって横に長い教室。机
は横７列、縦６列に並べられている。
黒板も以前より横に長い。冷房は
窓側天井のエアコンで、暖房はそ
の下のガス暖房機で行う。掃除用
具入れ、本棚も作りつけになって
いるので部屋全体がスッキリして
いる。真っ白な壁が清々しい。

教室の引き戸。無垢の木にガラスがはめ
込まれている。「無垢だよ。これはいい！」
「ぜいたくだなあ」「戸が閉まっていても
廊下から授業中の様子がよく見えるね」

教室棟
の廊下

（建設中）



45

コンピュータ室の隣にあり、
ＴＶ、プロジェクターなどが
設置されている。

いわゆる進路資料室。進路
についての調べものはここで
する。「赤本」をはじめとす
る大学入試問題集や進路に
関する各種資料がずらっと
並んでいる。

4F
書道制作室 デッサン室

書道室 美術室 階段昇降機

テラス

テラス

テラス

3F 福祉情報室

選択教室2 選択教室1

音楽室

礼法室

多目的ホール

多目的教室2

調理室

アリーナ
（建設中）

2F

多目的教室1

視聴覚室
コンピュータ室

FP室
書庫

印
刷
室

体育倉庫

進路指導室

図書室

生徒指導室

職員室生物教室
理科総合演習室
選択教室3

物理教室化学教室

化学実験室 物理実験室 生物実験室
校長室

校史資料室放送室

会議室購買部
OC教室

1F
選択教室4

正面玄関

研究・研修室

武道場
（建設中）

部
室

部
室

部
室

保健室教育
相談室

校内案内図
ホーム

ルーム
教室

多目的
教室2

デッサ
ン室 視聴覚

室

Future
 Plann

ingルー
ム

未来へのプロムナード

学
び
の
学
舎

高
ま
る
期
待
感
！

体育
職員室
体育
職員室

準
備
室

準備室

司
書
室

準
備
室 レッスン室

レッスン室1
2

準備室 準備室

体育更衣室

事
務
室

準
備
室

準
備
室

準
備
室

応
接
室

資
料
室

理科職員室

生
徒
会
室

用務
員室

トレーニング室 PTA連合会
安全振興会
事務局

校長協会
事務局

エレベータ

N

教室側の壁に扉付きの生徒用ロッカーが
作りつけられている。壁もロッカーも白で
統一され、床のフローリングとマッチして
爽やかな印象。

特別教室棟４階のデッサン室。廊下を挟ん
で向かい側に、これより広い美術室がある。

一般教室より広く、自習室をはじめとして
様々な用途に活用できる多目的教室。

黒板に向かって横に長い教室。机
は横７列、縦６列に並べられている。
黒板も以前より横に長い。冷房は
窓側天井のエアコンで、暖房はそ
の下のガス暖房機で行う。掃除用
具入れ、本棚も作りつけになって
いるので部屋全体がスッキリして
いる。真っ白な壁が清々しい。

教室の引き戸。無垢の木にガラスがはめ
込まれている。「無垢だよ。これはいい！」
「ぜいたくだなあ」「戸が閉まっていても
廊下から授業中の様子がよく見えるね」

教室棟
の廊下

（建設中）



67

い
た
る
と
こ
ろ
で
感
嘆

時
代
の
先
端
を
行
く
施
設
設
備

　
教
室
棟
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
を
見
学
の
後
、
特
別
教
室
棟
３
階
に
行

き
ま
し
た
。
大
き
な
扉
を
開
け
る
と
、
そ
こ
は
小
体
育
館
の
よ
う
な

不
思
議
な
空
間（
ｐ
８
①
の
写
真
）。
「
こ
こ
は
何
に
使
う
部
屋
？
」と

い
う
問
い
か
け
に
「
今
は
武
道
場
が
建
設
中
な
の
で
、
剣
道
部
と
一

部
に
畳
を
敷
い
て
柔
道
部
が
使
っ
て
い
ま
す
が
、
本
来
は
学
年
集
会

な
ど
で
使
用
す
る
た
め
の
ホ
ー
ル
で
す
」と
の
説
明
。
そ
の
奥
は
家
庭

科
の
教
室
で
す
。
介
護
な
ど
の
授
業
を
行
う
福
祉
情
報
室
に
は
車
椅

子
も
あ
り
、
廊
下
に
は
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
、
４
階
へ
の
階
段
に
は
足
の
不

自
由
な
人
の
た
め
の
椅
子
式
ス
テ
ッ
プ
リ
フ
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
４
階
に
は
美
術
室
、
書
道
室
が
並
ん
で
い
ま
す
。

特別教室棟3階の福祉情報室前に設置さ
れている点字ブロック。岐阜高校では実際
に岐阜盲学校との交流も行われている。

教室棟トイレの手洗い場。入ると自動的に
照明が点く。トイレは各階に男女同数あり、
基本的に洋式トイレだが各トイレのうち1室
は和式になっている。

管理棟2階の校長室は、木目調の壁が落
ち着いた雰囲気。校長室前の廊下には、歴
代の部活動の栄光の証であるトロフィーや
盾がずらりと並びます。

機能的な調理台と広くて使いやすそうな
部屋。調理台の高さは85cmだが、男子生
徒にはやや低いとのこと。男女ともに調理
実習をとても楽しみにしている。

特別教室棟3階から4階にかけて設置され
ている椅子式ステップリフト。身体の不自
由な人のためでもあるが、家庭科で介護
の学習をするときにも使用される。

管理棟2階にある校史資料室。明治時代
からの様々な資料が整理、展示、保管され
ている。

メディア･アベニューのガラス壁面部分に
は、野球部の打球と砂塵を防ぐために金属
製のオシャレなフェンスが。

グラウンドで練習中の硬式
野球部員の向こうに長良川
の流れが光って見えた。

編み目越しにグラウンド
の部活動の様子がよくわ
かる。室内から見ると、外
から見たイメージよりずっ
と明るい。

屋上から見た学校周辺の街並
（360°パノラマ）

教室棟屋上のソーラーパネル。発電能力は10kWhで、校
内の消費電力の一部を担っている。管理棟２階に取り付
けられている表示パネル（右写真）で発電量がわかる。

w N SE

未来へのプロムナード

校史資
料室

校 長 室

調 理
室

椅子式
ステッ

プリフ
ト

防球フ
ェンス

防球フェ
ンス

屋上ソ
ーラー

パネル

屋上か
ら見た

グラウ
ンド

点字ブ
ロック

トイレ（
教室棟

）
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う
問
い
か
け
に
「
今
は
武
道
場
が
建
設
中
な
の
で
、
剣
道
部
と
一

部
に
畳
を
敷
い
て
柔
道
部
が
使
っ
て
い
ま
す
が
、
本
来
は
学
年
集
会

な
ど
で
使
用
す
る
た
め
の
ホ
ー
ル
で
す
」と
の
説
明
。
そ
の
奥
は
家
庭

科
の
教
室
で
す
。
介
護
な
ど
の
授
業
を
行
う
福
祉
情
報
室
に
は
車
椅

子
も
あ
り
、
廊
下
に
は
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
、
４
階
へ
の
階
段
に
は
足
の
不

自
由
な
人
の
た
め
の
椅
子
式
ス
テ
ッ
プ
リ
フ
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
４
階
に
は
美
術
室
、
書
道
室
が
並
ん
で
い
ま
す
。

特別教室棟3階の福祉情報室前に設置さ
れている点字ブロック。岐阜高校では実際
に岐阜盲学校との交流も行われている。

教室棟トイレの手洗い場。入ると自動的に
照明が点く。トイレは各階に男女同数あり、
基本的に洋式トイレだが各トイレのうち1室
は和式になっている。

管理棟2階の校長室は、木目調の壁が落
ち着いた雰囲気。校長室前の廊下には、歴
代の部活動の栄光の証であるトロフィーや
盾がずらりと並びます。

機能的な調理台と広くて使いやすそうな
部屋。調理台の高さは85cmだが、男子生
徒にはやや低いとのこと。男女ともに調理
実習をとても楽しみにしている。

特別教室棟3階から4階にかけて設置され
ている椅子式ステップリフト。身体の不自
由な人のためでもあるが、家庭科で介護
の学習をするときにも使用される。

管理棟2階にある校史資料室。明治時代
からの様々な資料が整理、展示、保管され
ている。

メディア･アベニューのガラス壁面部分に
は、野球部の打球と砂塵を防ぐために金属
製のオシャレなフェンスが。

グラウンドで練習中の硬式
野球部員の向こうに長良川
の流れが光って見えた。

編み目越しにグラウンド
の部活動の様子がよくわ
かる。室内から見ると、外
から見たイメージよりずっ
と明るい。

屋上から見た学校周辺の街並
（360°パノラマ）

教室棟屋上のソーラーパネル。発電能力は10kWhで、校
内の消費電力の一部を担っている。管理棟２階に取り付
けられている表示パネル（右写真）で発電量がわかる。

w N SE
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❶特別教室棟3階の多目的ホール。軽スポーツにもミニ
コンサートにも集会にも使えそうな空間。旧華陽校舎の
体育館を改修した。黄色のレールはカーテンレールで、ス
テージ前の空間と特別教室棟への通路となるスペース
を区切ることができる。暑さ対策のために送風機が取り
付けられている。❷高い天井と木目の壁が印象的な、ま
るでコンサートホールのような音楽室。レッスン室も3室
ある。防音対策を施しているので、教室棟へ音が聞こえ
る心配もない。

音
楽
・ス
ポ
ー
ツ・

伝
統
文
化
も
重
視

　
管
理
棟
３
階
に
は
素
晴
ら
し
い
音
楽
室
、
礼
法
室
が
あ

り
、
芸
術
や
伝
統
文
化
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
意
気

込
み
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、改
築
に
当
た
っ
て
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
①「
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
、内
装
の
木
質
化
な
ど

に
配
慮
し
た
校
舎
で
あ
る
こ
と
」②「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

省
資
源
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
」③「
仮
設
校
舎

を
設
け
る
こ
と
な
く
学
校
運
営
に
必
要
な
機
能
を
有
し

た
ま
ま
建
て
替
え
を
行
う
計
画
で
あ
る
こ
と
」で
し
た
。

２
時
間
近
い
訪
問
を
終
え
て
、「
木
の
国
岐
阜
」の
イ

メ
ー
ジ
を
感
じ
さ
せ
る
校
舎
で
も
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

2

1

取
材
班
が
訪
問
し
た
日
は
日
曜
日
の
午
後
で
し
た
が
、
松
井
千
昭
先
生（
現
岐
阜
高
校
教

諭
・
五
十
三
年
卒
）が
校
舎
内
を
あ
ち
こ
ち
案
内
し
な
が
ら
、
同
窓
生
の
様
々
な
質
問
に
答

え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。そ
の
後
、
小
会
議
室
で
前
半
は
松
井
先
生
と
同
窓
生
と
の
懇
談
を
、

後
半
は
部
活
動
を
終
え
た
一
年
生
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
員
十
二
名
と
の
座
談
会
を
行
い
ま

し
た
。
生
徒
に
は
新
し
い
校
舎
の
使
い
心
地
を
中
心
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

礼法室

司
会（
同
窓
生
Ｇ
）　
本
日
は
お
休
み
の
所
を
松
井
先
生

に
は
我
々
の
た
め
に
時
間
を
割
い
て
く
だ
さ
っ
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
早
速
で
す
が
同
窓
生
と
し
て

新
校
舎
を
回
っ
て
の
感
想
を
簡
単
に
一
言
ず
つ
述
べ
て

く
だ
さ
い
。

同
窓
生
Ａ
　
も
の
す
ご
く
き
れ
い
に
な
っ
た
な
あ
と
い
う

の
が
第
一
。
校
舎
を
見
て
い
る
だ
け
で
も
勉
強
が
で

き
そ
う
な
感
じ
が
し
た
。

同
窓
生
Ｂ
　
こ
れ
だ
け
校
舎
内
に
光
が
入
る
と
、人
間
は

光
に
よ
っ
て
脳
が
活
性
化
す
る
と
い
う
か
ら
生
徒
の
学

習
意
欲
が
増
す
の
で
は
な
い
か
。
休
憩
の
で
き
る
バ

ル
コ
ニ
ー
や
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
な
ど
羨
ま
し
い
限
り
。明

る
い
恋
愛
な
ん
か
が
生
ま
れ
そ
う
。（
笑
）　

同
窓
生
Ｃ
　
今
日
は
校
舎
を
見
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

き
た
。
卒
業
以
来
、学
校
の
周
辺
に
は
何
回
か
来
た

こ
と
が
あ
る
が
、敷
地
内
に
入
っ
た
の
は
初
め
て
。
ど

の
よ
う
な
校
舎
作
り
を
し
よ
う
と
い
う
話
し
合
い
が

な
さ
れ
た
の
か
披
露
し
て
も
ら
い
た
い
。

松
井
　
学
校
側
、生
徒
の
要
望
を
取
り
入
れ
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
こ
と
で
設
計
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
コ
ン
ペ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
図
書
館
、パ
ソ
コ
ン
教
室
、視
聴
覚
室
の

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
関
連
諸
室
を
配
し
た「
メ
デ
ィ
ア・ア

ベ
ニ
ュ
ー
」が
特
徴
的
で
あ
る
こ
と
と
、仮
設
校
舎
を
設

け
る
こ
と
な
く
、既
存
の
校
舎
を
利
用
し
な
が
ら
学
校

運
営
に
必
要
な
機
能
を
有
し
た
ま
ま
で
移
転
し
た
い

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
、ま
ず
旧
華
陽
校
舎
に

つ
い
て
は
耐
震
性
に
問
題
が
な
か
っ
た
の
で
、外
壁
を

と
っ
て
骨
組
み
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
、特
別
教
室

棟
を
造
っ
て
平
成
二
十
一
度
か
ら
利
用
し
て
い
ま
す
。

同
窓
生
Ｄ
　
前
の
学
校
の
面
影
が
あ
っ
た
の
で
、来
て
み

て
び
っ
く
り
。
ガ
ラ
ス
が
多
く
使
わ
れ
て
い
て
、岐
阜

市
内
の
最
近
改
築
さ
れ
た
小
学
校
も
そ
う
い
う
感
じ

だ
が
、最
近
の
流
行
で
す
か
ね
え
。
個
人
の
ロ
ッ
カ
ー

が
廊
下
に
作
ら
れ
て
い
た
の
で
教
室
内
に
余
分
な
も

の
が
な
く
、教
室
が
広
く
感
じ
ら
れ
た
。

同
窓
生
Ｅ
　
ト
イ
レ
が
き

れ
い
に
な
り
ま
し
た
ね
。

掃
除
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
が
か
か
っ
て
い
ま
し

た
が
、あ
れ
は
デ
パ
ー

ト
な
ど
に
も
あ
り
ま
す

が
良
い
工
夫
で
す
ね
。

松
井
　
以
前
は
校
舎
内
は

す
べ
て
土
足
で
し
た
が
、

今
度
は
上
履
き
の
ま
ま

ト
イ
レ
に
入
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
、そ
う
い
う
こ
と
に
抵
抗
感
の
あ
る

生
徒
も
い
る
と
い
う
こ
と
で
清
潔
に
き
ち
ん
と
掃
除

を
し
よ
う
と
美
化
委
員
会
な
ど
で
工
夫
し
ま
し
た
。

同
窓
生
Ｃ
　
先
ほ
ど
生
徒
の
要
望
を
取
り
入
れ
た
と
い

う
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、生
徒
か
ら
の
要
望
に
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
の
で
す
か
。

松
井
　
例
え
ば
ト
イ
レ
の
数
で
す
ね
。
女
性
用
の
ト
イ

レ
が
少
な
か
っ
た
の
で
。今
度
は
ど
の
階
に
も
男
女
同

数
の
ト
イ
レ
が
あ
り
、入
り
口
は
扉
が
な
く
て
も
外
か

ら
見
え
な
い
間
取
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、校
舎

は
や
は
り
南
向
き
が
良
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　

同
窓
生
Ｆ
　
現
在
の
岐
阜
高
校
の
生
徒
の
男
女
比
は
ど

の
く
ら
い
で
す
か
。

松
井
　
男
子
三
に
対
し
女
子
二
ぐ
ら
い
で
す
。
最
近
は

だ
い
た
い
こ
の
ぐ
ら
い
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
生
徒
が
入
室

司
会
　
新
し
い
校
舎
で
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
半
年
が
過

ぎ
た
わ
け
で
す
が
、感
想
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

女
子
生
徒
Ａ
　
雰
囲
気
が
明
る
く
な
り
ま
し
た
ね
。

男
子
生
徒
Ａ
　
鞄
を
床
に
置
か
な
く
な
っ
た
の
で
汚
れ
な

く
な
っ
た
し
、教
室
が
広
く
な
っ
た
。

女
子
生
徒
Ｂ
　
掃
除
に
力
が
は
い
り
ま
す
。

女
子
生
徒
Ｃ
　
ト
イ
レ
が
き
れ
い
に
な
っ
て
嬉
し
い
。
以

前
は
ト
イ
レ
の
隣
の
教
室
だ
っ
た
の
で
ト
イ
レ
の
臭
い

が
ひ
ど
く
て
嫌
だ
っ
た
。

女
子
生
徒
Ｄ
　
ト
イ
レ
に
入
り
や
す
く
な
っ
た
し
ね
。

在校生と同窓生

未来へのプロムナード／座談会
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取
材
班
が
訪
問
し
た
日
は
日
曜
日
の
午
後
で
し
た
が
、
松
井
千
昭
先
生（
現
岐
阜
高
校
教

諭
・
五
十
三
年
卒
）が
校
舎
内
を
あ
ち
こ
ち
案
内
し
な
が
ら
、
同
窓
生
の
様
々
な
質
問
に
答

え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。そ
の
後
、
小
会
議
室
で
前
半
は
松
井
先
生
と
同
窓
生
と
の
懇
談
を
、

後
半
は
部
活
動
を
終
え
た
一
年
生
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
員
十
二
名
と
の
座
談
会
を
行
い
ま

し
た
。
生
徒
に
は
新
し
い
校
舎
の
使
い
心
地
を
中
心
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

司
会（
同
窓
生
Ｇ
）　
本
日
は
お
休
み
の
所
を
松
井
先
生

に
は
我
々
の
た
め
に
時
間
を
割
い
て
く
だ
さ
っ
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
早
速
で
す
が
同
窓
生
と
し
て

新
校
舎
を
回
っ
て
の
感
想
を
簡
単
に
一
言
ず
つ
述
べ
て

く
だ
さ
い
。

同
窓
生
Ａ
　
も
の
す
ご
く
き
れ
い
に
な
っ
た
な
あ
と
い
う

の
が
第
一
。
校
舎
を
見
て
い
る
だ
け
で
も
勉
強
が
で

き
そ
う
な
感
じ
が
し
た
。

同
窓
生
Ｂ
　
こ
れ
だ
け
校
舎
内
に
光
が
入
る
と
、人
間
は

光
に
よ
っ
て
脳
が
活
性
化
す
る
と
い
う
か
ら
生
徒
の
学

習
意
欲
が
増
す
の
で
は
な
い
か
。
休
憩
の
で
き
る
バ

ル
コ
ニ
ー
や
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
な
ど
羨
ま
し
い
限
り
。明

る
い
恋
愛
な
ん
か
が
生
ま
れ
そ
う
。（
笑
）　

同
窓
生
Ｃ
　
今
日
は
校
舎
を
見
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

き
た
。
卒
業
以
来
、学
校
の
周
辺
に
は
何
回
か
来
た

こ
と
が
あ
る
が
、敷
地
内
に
入
っ
た
の
は
初
め
て
。
ど

の
よ
う
な
校
舎
作
り
を
し
よ
う
と
い
う
話
し
合
い
が

な
さ
れ
た
の
か
披
露
し
て
も
ら
い
た
い
。

松
井
　
学
校
側
、生
徒
の
要
望
を
取
り
入
れ
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
こ
と
で
設
計
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
コ
ン
ペ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
図
書
館
、パ
ソ
コ
ン
教
室
、視
聴
覚
室
の

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
関
連
諸
室
を
配
し
た「
メ
デ
ィ
ア・ア

ベ
ニ
ュ
ー
」が
特
徴
的
で
あ
る
こ
と
と
、仮
設
校
舎
を
設

け
る
こ
と
な
く
、既
存
の
校
舎
を
利
用
し
な
が
ら
学
校

運
営
に
必
要
な
機
能
を
有
し
た
ま
ま
で
移
転
し
た
い

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
、ま
ず
旧
華
陽
校
舎
に

つ
い
て
は
耐
震
性
に
問
題
が
な
か
っ
た
の
で
、外
壁
を

と
っ
て
骨
組
み
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
、特
別
教
室

棟
を
造
っ
て
平
成
二
十
一
度
か
ら
利
用
し
て
い
ま
す
。

同
窓
生
Ｄ
　
前
の
学
校
の
面
影
が
あ
っ
た
の
で
、来
て
み

て
び
っ
く
り
。
ガ
ラ
ス
が
多
く
使
わ
れ
て
い
て
、岐
阜

市
内
の
最
近
改
築
さ
れ
た
小
学
校
も
そ
う
い
う
感
じ

だ
が
、最
近
の
流
行
で
す
か
ね
え
。
個
人
の
ロ
ッ
カ
ー

が
廊
下
に
作
ら
れ
て
い
た
の
で
教
室
内
に
余
分
な
も

の
が
な
く
、教
室
が
広
く
感
じ
ら
れ
た
。

同
窓
生
Ｅ
　
ト
イ
レ
が
き

れ
い
に
な
り
ま
し
た
ね
。

掃
除
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
が
か
か
っ
て
い
ま
し

た
が
、あ
れ
は
デ
パ
ー

ト
な
ど
に
も
あ
り
ま
す

が
良
い
工
夫
で
す
ね
。

松
井
　
以
前
は
校
舎
内
は

す
べ
て
土
足
で
し
た
が
、

今
度
は
上
履
き
の
ま
ま

ト
イ
レ
に
入
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
、そ
う
い
う
こ
と
に
抵
抗
感
の
あ
る

生
徒
も
い
る
と
い
う
こ
と
で
清
潔
に
き
ち
ん
と
掃
除

を
し
よ
う
と
美
化
委
員
会
な
ど
で
工
夫
し
ま
し
た
。

同
窓
生
Ｃ
　
先
ほ
ど
生
徒
の
要
望
を
取
り
入
れ
た
と
い

う
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、生
徒
か
ら
の
要
望
に
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
の
で
す
か
。

松
井
　
例
え
ば
ト
イ
レ
の
数
で
す
ね
。
女
性
用
の
ト
イ

レ
が
少
な
か
っ
た
の
で
。今
度
は
ど
の
階
に
も
男
女
同

数
の
ト
イ
レ
が
あ
り
、入
り
口
は
扉
が
な
く
て
も
外
か

ら
見
え
な
い
間
取
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、校
舎

は
や
は
り
南
向
き
が
良
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　

同
窓
生
Ｆ
　
現
在
の
岐
阜
高
校
の
生
徒
の
男
女
比
は
ど

の
く
ら
い
で
す
か
。

松
井
　
男
子
三
に
対
し
女
子
二
ぐ
ら
い
で
す
。
最
近
は

だ
い
た
い
こ
の
ぐ
ら
い
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
生
徒
が
入
室

司
会
　
新
し
い
校
舎
で
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
半
年
が
過

ぎ
た
わ
け
で
す
が
、感
想
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

女
子
生
徒
Ａ
　
雰
囲
気
が
明
る
く
な
り
ま
し
た
ね
。

男
子
生
徒
Ａ
　
鞄
を
床
に
置
か
な
く
な
っ
た
の
で
汚
れ
な

く
な
っ
た
し
、教
室
が
広
く
な
っ
た
。

女
子
生
徒
Ｂ
　
掃
除
に
力
が
は
い
り
ま
す
。

女
子
生
徒
Ｃ
　
ト
イ
レ
が
き
れ
い
に
な
っ
て
嬉
し
い
。
以

前
は
ト
イ
レ
の
隣
の
教
室
だ
っ
た
の
で
ト
イ
レ
の
臭
い

が
ひ
ど
く
て
嫌
だ
っ
た
。

女
子
生
徒
Ｄ
　
ト
イ
レ
に
入
り
や
す
く
な
っ
た
し
ね
。

在校生と同窓生

未来へのプロムナード／座談会
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男
子
生
徒
Ａ
　
入
学
す
る
時
は
校
舎
が
こ
ん
な
に
新
し

く
な
る
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た

な
と
思
う
。

同
窓
生
Ｆ
　
ベ
ラ
ン
ダ（
教
室
棟
三
階
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
側

に
面
し
た
屋
外
の
空
間
の
こ
と
）に
は
出
る
こ
と
が
あ

る
の
？

女
子
生
徒
Ｃ
　
時
々
は
出
ま
す
よ
。（
他
の
生
徒
か
ら「
出

た
ら
怒
ら
れ
る
よ
」の
声
。
松
井
先
生「
出
て
も
良
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
よ
。」）

司
会
　
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
教
室
が
以
前
に
比
べ
て
横
に
長
く

て
、黒
板
も
横
に
ワ
イ
ド
で
す
が
見
や
す
い
で
す
か
。

女
子
生
徒
Ａ
　
私
は
真
ん
中
あ
た
り
の
席
だ
か
ら
、と
て

も
見
や
す
く
な
っ
た
。　

男
子
生
徒
Ｂ
　
カ
ー
ブ
は
あ
っ
て
も
前
の
方
の
人
と
か
端

の
方
の
人
は
見
に
く
い
か
も
。

同
窓
生
Ｂ
　
新
し
い
校
舎
に
な
っ
て
勉
強
に
良
い
効
果
は

あ
っ
た
？

女
子
生
徒
Ｂ
　
変
わ
ら
な
い（
笑
）

女
子
生
徒
Ａ
　
授
業
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特

に
特
別
棟
へ
の
教
室
移
動
の
時
間
が
少
な
く
な
っ
た
の

が
良
い
。

同
窓
生
Ｄ
　
新
し
い
校
舎
に
な
っ
て
友
達
関
係
が
変
わ
っ

た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

生
徒（
口
々
に
）　
そ
れ
は
な
い
で
す
。

司
会
　
教
室
棟
が
学
年
ご
と
に
な
っ
て
い
て
、同
じ
学
年

で
も
一
階
、
三
階
、
四
階
と
分
か
れ
て
い
ま
す
が
友

達
の
所
へ
い
く
の
は
大
変
で
す
か
。

女
子
生
徒
Ｂ
　
私
は
四
階
で
す
が
、私
が
下
の
階
に
降
り

て
い
く
こ
と
が
多
い
。
下
の
階
の
子
が
あ
が
っ
て
く
る

こ
と
は
少
な
い
か
な
。

男
子
生
徒
Ｂ
　
自
分
の
教
室
は
一
階
で
、他
の
階
に
は
あ

ま
り
行
か
な
い
。
同
学
年
の
教
室
が
同
じ
階
だ
と
行

き
や
す
い
け
れ
ど
、上
の
方
ま
で
行
く
の
は
面
倒
で
。

司
会
　
新
し
い
冷
暖
房
施
設
は
使
い
や
す
い
で
す
か
。

松
井
　
同
窓
会
か
ら
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
冷
房
機
器

は
、暑
い
季
節
に
は
と
て
も
あ
り
が
た
く
、大
変
操
作

し
や
す
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
暖
房
は
ガ

ス
暖
房
で
、冷
房
と
同
様
職
員
室
で
集
中
管
理
を
し
て

い
ま
す
か
ら
、生
徒
は
ほ
と
ん
ど
タ
ッ
チ
し
ま
せ
ん
。

冬
季
は
室
温
が
十
度
以
下
に
な
っ
た
ら
暖
房
を
入
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、設
定
は
十
八
度
で
す
。

同
窓
生
Ｃ
　
え
ー
っ
！
あ
ま
り
暖
か
く
は
な
い
な
あ
。

松
井
　
前
の
校
舎
に
比
べ
て
気
密
性
が
高
い
の
で
、そ
れ

ほ
ど
寒
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

同
窓
生
Ｂ
　
十
六
、七
歳
の
若
い
者
が
同
じ
部
屋
に
四
十

人
も
い
た
ら
寒
く
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
？

女
子
生
徒
Ｅ
　
は
い
。冬
で
も
窓
側
の
生
徒
が
窓
を
開
け

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

司
会
　
新
校
舎
で
一
番
気
に
入
っ
て
い
る
所
は
ど
こ
で

す
か
。

生
徒（
口
々
に
）　
二
階
の
図
書
室
な
ど
が
あ
る
メ
デ
ィ

ア・ア
ベ
ニ
ュ
ー
の
壁
が
な
い
感
じ
。明
る
い
し
。（
同
窓

生
の
中
か
ら「
開
放
的
だ
も
ん
ね
。」の
声
）

同
窓
生
Ｃ
　
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
は
ど
う
使
う
の
？

男
子
生
徒
Ａ
　
自
分
は
、
通
学
経
路
の
関
係
で
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
に
出
る
こ
と
は
な
い
で
す
。　
　
　
　

女
子
生
徒
Ｂ
　
私
た
ち
は
散
歩
し
ま
す
よ
。

同
窓
生
Ｂ
　
早
く
木
が
茂
る
と
い
い
ね
。

司
会
　
そ
れ
で
は
こ
の
辺
で
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す

が
、同
窓
生
に
向
け
て
何
か
一
言
あ
り
ま
す
か
。

生
徒（
口
々
に
）　
冷
房
設
備
を
寄
贈
し
て
く
だ
さ
っ
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

同
窓
生
一
同
　
　
こ
ち
ら
こ
そ
。が
ん
ば
っ
て
勉
強
し
て

く
だ
さ
い
。長
い
時
間
、座
談
会
に
協
力
し
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。

会報部取材班
寺村建一郎、東明　裕（以上63年卒）
清水淳子、谷口鶴恵、中風明世（以上53年卒）
奥長さゆり、武藤正博（以上43年卒）

取材および原稿の作成に当たって、岐阜
高校の先生方には多大な協力をいただき
誠にありがとうございました
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が
こ
ん
な
に
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し
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な
ん
て
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な
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っ
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ら
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だ
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た

な
と
思
う
。

同
窓
生
Ｆ
　
ベ
ラ
ン
ダ（
教
室
棟
三
階
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
側

に
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外
の
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が
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の
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生
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時
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は
出
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よ
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他
の
生
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出

た
ら
怒
ら
れ
る
よ
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声
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先
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も
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い

こ
と
に
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板
も
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で
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が
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で
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は
真
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中
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の
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で
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が
同
じ
部
屋
に
四
十

人
も
い
た
ら
寒
く
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
？

女
子
生
徒
Ｅ
　
は
い
。冬
で
も
窓
側
の
生
徒
が
窓
を
開
け

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

司
会
　
新
校
舎
で
一
番
気
に
入
っ
て
い
る
所
は
ど
こ
で

す
か
。

生
徒（
口
々
に
）　
二
階
の
図
書
室
な
ど
が
あ
る
メ
デ
ィ

ア・ア
ベ
ニ
ュ
ー
の
壁
が
な
い
感
じ
。明
る
い
し
。（
同
窓

生
の
中
か
ら「
開
放
的
だ
も
ん
ね
。」の
声
）

同
窓
生
Ｃ
　
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
は
ど
う
使
う
の
？

男
子
生
徒
Ａ
　
自
分
は
、
通
学
経
路
の
関
係
で
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
に
出
る
こ
と
は
な
い
で
す
。　
　
　
　

女
子
生
徒
Ｂ
　
私
た
ち
は
散
歩
し
ま
す
よ
。

同
窓
生
Ｂ
　
早
く
木
が
茂
る
と
い
い
ね
。

司
会
　
そ
れ
で
は
こ
の
辺
で
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す

が
、同
窓
生
に
向
け
て
何
か
一
言
あ
り
ま
す
か
。

生
徒（
口
々
に
）　
冷
房
設
備
を
寄
贈
し
て
く
だ
さ
っ
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

同
窓
生
一
同
　
　
こ
ち
ら
こ
そ
。が
ん
ば
っ
て
勉
強
し
て

く
だ
さ
い
。長
い
時
間
、座
談
会
に
協
力
し
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。

会報部取材班
寺村建一郎、東明　裕（以上63年卒）
清水淳子、谷口鶴恵、中風明世（以上53年卒）
奥長さゆり、武藤正博（以上43年卒）

取材および原稿の作成に当たって、岐阜
高校の先生方には多大な協力をいただき
誠にありがとうございました

未来へのプロムナード／座談会もくじ

新
校
舎
訪
問
記 

「
未
来
へ
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」

同
窓
会
会
員
に
期
待
す
る

「
同
窓
会
総
会
」を
お
祝
い
し
て

縁
が
新
た
な
絆
を
生
み
出
す

総
会
次
第
　
第
１
号
議
案
／
第
３
号
議
案
　
　

第
２
号
議
案
　
平
成
22
年
度
決
算
報
告

第
４
号
議
案
　
平
成
23
年
度
予
算
案

平
成
22
年
度
同
窓
会
総
会
決
算
書

平
成
23
年
度
同
窓
会
総
会
予
算（
案
）

岐
阜
県
立
岐
阜
高
等
学
校
同
窓
会
役
員

岐
阜
県
立
岐
阜
高
等
学
校
同
窓
会
規
約

同
窓
会
だ
よ
り
　
在
京（
首
都
圏
）同
窓
会

恩
師
か
ら
の
便
り

同
窓
生
寄
稿
　G

IKO
 D
ays

コ
ラ
ム

「
岐
高
新
聞
」よ
り（
昭
和
42
年・52
年・62
年・平
成
23
年
）

部
活
動
の
活
躍
　
　

「
岐
高
だ
よ
り
」か
ら（
部
活
動
だ
よ
り
）

創
立
140
周
年
記
念
式
典・記
念
事
業
に
つ
い
て

岐
阜
高
校
同
窓
会
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

平
成
23
年
度
会
報
協
賛
広
告

平
成
22
年
度
大
学
合
格
者
数

平
成
23
年
度
総
会
出
席
者
名
簿

校
歌
　
岐
阜
高
等
学
校
校
歌
／
岐
高
女
校
歌
／
姫
小
松

岐
阜
県
民
の
歌

ぎ
ふ
清
流
国
体・ぎ
ふ
清
流
大
会
ソ
ン
グ「
は
ば
た
け
、未
来
へ
」

平
成
23
年
度
運
営
委
員
会
委
員
名
簿

広
告
ご
協
賛
の
御
礼
／
編
集
後
記

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

同
窓
会
会
長
　
森
川
　幸
江 

・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

校
　
長
　
鹿
野
　孝
紀 

・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

運
営
委
員
長
　
高
井
　直
樹 

・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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同窓会会員に期待する

岐阜県立岐阜高等学校同窓会　会　長　森川　幸江

祝　　辞 あいさつ

「同窓会総会」をお祝いして

岐阜県立岐阜高等学校　校　長　鹿野　孝紀

　
平
成
二
十
三
年
度
の
岐
阜
高
等
学
校

同
窓
会
が
多
数
の
同
窓
生
の
皆
さ
ま
の

御
出
席
を
頂
き
盛
大
に
開
催
出
来
ま
し

た
こ
と
を
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
度
も
古
田
知
事
、細
江
岐
阜
市

長
、松
永
海
津
市
長
を
は
じ
め
各
界
で
御

活
躍
の
同
窓
生
の
方
に
御
出
席
を
頂
き

ま
し
た
こ
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
三
月
十
一
日
の
東
北
関
東
地
方

の
大
震
災
と
津
波
は
現
実
に
起
き
た
も

の
と
思
え
な
い
す
さ
ま
じ
い
も
の
で
し
た
。

　
ま
た
毎
日
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
知
る
被

災
者
の
方
々
の
御
様
子
に
涙
が
流
れ
ま

す
。
更
に
原
発
事
故
は
不
気
味
で
す
。

こ
の
よ
う
な
災
害
の
中
自
ら
の
生
命
や

生
活
を
犠
牲
に
し
て
働
い
て
お
ら
れ
る

方
々
の
使
命
感
に
た
だ
た
だ
頭
が
下
が

り
ま
す
。

　
岐
阜
高
の
同
窓
生
の
方
の
中
に
も
被

害
に
遭
わ
れ
た
方
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
又
復
興
の

た
め
働
い
て
お
ら
れ
る
方
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
本
当
に
御
苦
労
様
で
す
。

　
こ
の
一
年
間
の
岐
阜
高
の
変
化
に
は

大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
新
し
い
校
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
学
校
の
校
舎
の
イ
メ
ー
ジ
を一

変
さ
せ
る
真
白
で
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
の

校
舎
で
す
。
新
し
い
時
代
を
感
じ
さ
せ

ま
す
。

　
そ
し
て
全
教
室
に
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ

れ
生
徒
た
ち
は
残
暑
の
中
も
快
適
に
勉

強
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
御
協
力

に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
し
て
、校
舎
新
築
に
伴
い
、東
京
の

同
窓
会
か
ら
、岐
阜
高
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
桜
の
樹
の
御
寄
附
を
受
け
ま
し
た
。

又
昭
和
十
三
年
に
岐
中
を
卒
業
さ
れ
た

「
寿
山
会
」の
方
に
よ
る
、山
桜
の
記
念
植

樹
も
あ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
九
十
歳
を

超
え
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
正
に
創
立
百
四
十
年
の
伝
統
校
な
ら

で
は
の
記
念
す
べ
き
行
事
で
し
た
。

　
同
窓
会
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
よ
う
に
な
り
新
聞
な
ど
で
の
岐
阜
高

生
の
活
躍
が
目
に
留
ま
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
勉
強
、ス
ポ
ー
ツ
、合
唱
、音
楽
、

囲
碁
将
棋
、経
済
ク
イ
ズ
な
ど
、先
輩
と

し
て
誇
り
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、次

の
代
を
担
っ
て
も
ら
え
る
頼
も
し
さ
も

感
じ
ま
す
。

　
今
年
も
三
百
五
十
八
人
の
岐
阜
高
校

同
窓
会
へ
の
新
入
会
員
を
お
迎
え
し
ま

し
た
。今
後
、日
本
の
た
め
岐
阜
の
た
め

力
を
尽
く
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
一
年
に
一
度
の
同
窓
会
総
会
を
楽
し

み
に
し
て
お
ら
れ
る
方
が
た
く
さ
ん
お
い

で
で
す
。
そ
ん
な
機
会
を
作
っ
て
頂
い
た
、

昭
和
四
十
三
年
、
五
十
三
年
、
六
十
三

年
卒
業
の
運
営
委
員
の
皆
さ
ま
に
心
か

ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
二
十
三
年
度
の
岐
阜
高
校
同
窓
会

総
会
が
森
川
幸
江
会
長
様
は
じ
め
役
員・運

営
委
員
の
方
々
の
ご
尽
力
で
、多
数
の
会
員

の
ご
出
席
を
得
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ

と
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。ま
た
、

平
素
よ
り
本
校
の
教
育
に
格
別
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
私
こ
と
、こ
の
四
月
の
人
事
異
動
で
田
村

弘
司
校
長
の
後
任
と
し
て
お
世
話
に
な
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。私
は
、昭
和
四
十
六

年
三
月
に
岐
阜
高
校
を
卒
業
し
た
岐
阜
高

校
の
卒
業
生
で
も
あ
り
ま
す
。微
力
で
す
が
、

母
校
の
た
め
、ま
た
本
校
の
教
育
の
益
々
の

充
実・発
展
の
た
め
に
精
一
杯
努
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、ご
支
援・ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、本
校
は
、今
年
で
創
立
百
三
十
八

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。昨
年
の
八
月
に
は
待

望
の
新
校
舎
が
完
成
し
、四
月
八
日
に
は
満

開
の
桜
の
も
と
三
百
六
十
二
名
の
新
入
生
を

迎
え
、素
晴
ら
し
い
新
校
舎
で
の
生
徒
た
ち

の
学
園
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。そ
れ
か
ら

二
カ
月
が
経
ち
ま
し
た
が
、岐
高
生
は「
百
折

不
撓・自
彊
不
息
」の
校
訓
の
下
、文
武
両
道

を
モ
ッ
ト
ー
に
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を
受

け
継
ぎ
な
が
ら
、日
々
勉
学
に
、部
活
動
に
と

頑
張
っ
て
い
ま
す
。今
春
の
進
路
結
果
は
、同

窓
会
誌
に
お
示
し
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
お

り
で
す
が
、部
活
動
で
は
、運
動
系・文
化
系

と
も
に
限
ら
れ
た
時
間
を
有
効
活
用
し
て
成

果
を
あ
げ
て
お
り
、多
く
の
部
活
動
が
活
発

に
活
動
し
、各
種
大
会・コ
ン
ク
ー
ル
で
様
々

な
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
県
内
外
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。特
に
、音
楽
部
は
、兵
庫
県
で
行
わ

れ
た
第
六
十
三
回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
大
会
に
お
い
て「
金
賞
」並
び
に「
兵
庫
県

教
育
賞
」を
受
賞
し
、全
国
大
会
十
一
回
出

場
す
る
中
で
通
算
九
回
目
と
な
る
金
賞
を
受

賞
す
る
な
ど
輝
か
し
い
成
果
を
出
し
て
い
ま

す
。ま
た
、ク
イ
ズ
研
究
部
が「
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス

甲
子
園
」全
国
大
会
で
準
優
勝
、囲
碁
部
が

全
国
大
会
に
出
場
、自
然
科
学
部
生
物
班
は

絶
滅
危
惧
種
カ
ス
ミ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
や
ウ

シ
モ
ツ
ゴ
の
保
護
活
動
等
に
取
り
組
み
県
内

外
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。運
動
系

で
も
、ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
や
硬
式
テ
ニ
ス
、ゴ
ル

フ
競
技
で「
ぎ
ふ
清
流
国
体
」の
強
化
定
選
手

に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、多
く
の
生
徒
が「
文
武

両
道
」の
校
風
の
も
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
一
年
の
特
別
教
室
棟
改
修
に

始
ま
っ
た
新
校
舎
改
築
計
画
も
、昨
年
の
夏

に
管
理
棟・普
通
教
室
棟
が
完
成
し
、三
月

に
は
校
舎
前
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
も
完
成
し
、

県
下
で
最
も
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
の
素
晴
ら

し
い
校
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。ま
た
、空
調

設
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、同
窓
会
の
多
大
な

る
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。体
育
館・武
道
場
は

平
成
二
十
四
年
三
月
の
完
成
予
定
に
な
っ

て
お
り
、
創
立
百
四
十
周
年
を
迎
え
る
平

成
二
十
五
年
に
は
全
く
新
し
い
岐
阜
高
校

を
披
露
で
き
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
と
も
一
度
新
装
に
な
っ
た
母
校
の
校

舎
を
見
学
し
て
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、本
年
度
の
総
会

の
お
世
話
い
た
だ
き
ま
す
高
井
直
樹
運
営

委
員
長
を
は
じ
め
、当
番
幹
事
の
昭
和
四
十

三
年
、五
十
三
年
、六
十
三
年
卒
業
の
皆
様

の
ご
尽
力
に
感
謝
し
、併
せ
て
会
員
の
皆
様

方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
、そ
し
て
同
窓
会
の

益
々
の
ご
発
展
を
心
か
ら
祈
念
し
ま
し
て

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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同窓会会員に期待する

岐阜県立岐阜高等学校同窓会　会　長　森川　幸江

祝　　辞 あいさつ

「同窓会総会」をお祝いして

岐阜県立岐阜高等学校　校　長　鹿野　孝紀

　
平
成
二
十
三
年
度
の
岐
阜
高
等
学
校

同
窓
会
が
多
数
の
同
窓
生
の
皆
さ
ま
の

御
出
席
を
頂
き
盛
大
に
開
催
出
来
ま
し

た
こ
と
を
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
度
も
古
田
知
事
、細
江
岐
阜
市

長
、松
永
海
津
市
長
を
は
じ
め
各
界
で
御

活
躍
の
同
窓
生
の
方
に
御
出
席
を
頂
き

ま
し
た
こ
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
三
月
十
一
日
の
東
北
関
東
地
方

の
大
震
災
と
津
波
は
現
実
に
起
き
た
も

の
と
思
え
な
い
す
さ
ま
じ
い
も
の
で
し
た
。

　
ま
た
毎
日
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
知
る
被

災
者
の
方
々
の
御
様
子
に
涙
が
流
れ
ま

す
。
更
に
原
発
事
故
は
不
気
味
で
す
。

こ
の
よ
う
な
災
害
の
中
自
ら
の
生
命
や

生
活
を
犠
牲
に
し
て
働
い
て
お
ら
れ
る

方
々
の
使
命
感
に
た
だ
た
だ
頭
が
下
が

り
ま
す
。

　
岐
阜
高
の
同
窓
生
の
方
の
中
に
も
被

害
に
遭
わ
れ
た
方
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
又
復
興
の

た
め
働
い
て
お
ら
れ
る
方
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
本
当
に
御
苦
労
様
で
す
。

　
こ
の
一
年
間
の
岐
阜
高
の
変
化
に
は

大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
新
し
い
校
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
学
校
の
校
舎
の
イ
メ
ー
ジ
を一

変
さ
せ
る
真
白
で
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
の

校
舎
で
す
。
新
し
い
時
代
を
感
じ
さ
せ

ま
す
。

　
そ
し
て
全
教
室
に
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ

れ
生
徒
た
ち
は
残
暑
の
中
も
快
適
に
勉

強
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
御
協
力

に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
し
て
、校
舎
新
築
に
伴
い
、東
京
の

同
窓
会
か
ら
、岐
阜
高
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
桜
の
樹
の
御
寄
附
を
受
け
ま
し
た
。

又
昭
和
十
三
年
に
岐
中
を
卒
業
さ
れ
た

「
寿
山
会
」の
方
に
よ
る
、山
桜
の
記
念
植

樹
も
あ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
九
十
歳
を

超
え
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
正
に
創
立
百
四
十
年
の
伝
統
校
な
ら

で
は
の
記
念
す
べ
き
行
事
で
し
た
。

　
同
窓
会
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
よ
う
に
な
り
新
聞
な
ど
で
の
岐
阜
高

生
の
活
躍
が
目
に
留
ま
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
勉
強
、ス
ポ
ー
ツ
、合
唱
、音
楽
、

囲
碁
将
棋
、経
済
ク
イ
ズ
な
ど
、先
輩
と

し
て
誇
り
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、次

の
代
を
担
っ
て
も
ら
え
る
頼
も
し
さ
も

感
じ
ま
す
。

　
今
年
も
三
百
五
十
八
人
の
岐
阜
高
校

同
窓
会
へ
の
新
入
会
員
を
お
迎
え
し
ま

し
た
。今
後
、日
本
の
た
め
岐
阜
の
た
め

力
を
尽
く
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
一
年
に
一
度
の
同
窓
会
総
会
を
楽
し

み
に
し
て
お
ら
れ
る
方
が
た
く
さ
ん
お
い

で
で
す
。
そ
ん
な
機
会
を
作
っ
て
頂
い
た
、

昭
和
四
十
三
年
、
五
十
三
年
、
六
十
三

年
卒
業
の
運
営
委
員
の
皆
さ
ま
に
心
か

ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
二
十
三
年
度
の
岐
阜
高
校
同
窓
会

総
会
が
森
川
幸
江
会
長
様
は
じ
め
役
員・運

営
委
員
の
方
々
の
ご
尽
力
で
、多
数
の
会
員

の
ご
出
席
を
得
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ

と
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。ま
た
、

平
素
よ
り
本
校
の
教
育
に
格
別
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
私
こ
と
、こ
の
四
月
の
人
事
異
動
で
田
村

弘
司
校
長
の
後
任
と
し
て
お
世
話
に
な
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。私
は
、昭
和
四
十
六

年
三
月
に
岐
阜
高
校
を
卒
業
し
た
岐
阜
高

校
の
卒
業
生
で
も
あ
り
ま
す
。微
力
で
す
が
、

母
校
の
た
め
、ま
た
本
校
の
教
育
の
益
々
の

充
実・発
展
の
た
め
に
精
一
杯
努
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、ご
支
援・ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、本
校
は
、今
年
で
創
立
百
三
十
八

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。昨
年
の
八
月
に
は
待

望
の
新
校
舎
が
完
成
し
、四
月
八
日
に
は
満

開
の
桜
の
も
と
三
百
六
十
二
名
の
新
入
生
を

迎
え
、素
晴
ら
し
い
新
校
舎
で
の
生
徒
た
ち

の
学
園
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。そ
れ
か
ら

二
カ
月
が
経
ち
ま
し
た
が
、岐
高
生
は「
百
折

不
撓・自
彊
不
息
」の
校
訓
の
下
、文
武
両
道

を
モ
ッ
ト
ー
に
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を
受

け
継
ぎ
な
が
ら
、日
々
勉
学
に
、部
活
動
に
と

頑
張
っ
て
い
ま
す
。今
春
の
進
路
結
果
は
、同

窓
会
誌
に
お
示
し
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
お

り
で
す
が
、部
活
動
で
は
、運
動
系・文
化
系

と
も
に
限
ら
れ
た
時
間
を
有
効
活
用
し
て
成

果
を
あ
げ
て
お
り
、多
く
の
部
活
動
が
活
発

に
活
動
し
、各
種
大
会・コ
ン
ク
ー
ル
で
様
々

な
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
県
内
外
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。特
に
、音
楽
部
は
、兵
庫
県
で
行
わ

れ
た
第
六
十
三
回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
大
会
に
お
い
て「
金
賞
」並
び
に「
兵
庫
県

教
育
賞
」を
受
賞
し
、全
国
大
会
十
一
回
出

場
す
る
中
で
通
算
九
回
目
と
な
る
金
賞
を
受

賞
す
る
な
ど
輝
か
し
い
成
果
を
出
し
て
い
ま

す
。ま
た
、ク
イ
ズ
研
究
部
が「
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス

甲
子
園
」全
国
大
会
で
準
優
勝
、囲
碁
部
が

全
国
大
会
に
出
場
、自
然
科
学
部
生
物
班
は

絶
滅
危
惧
種
カ
ス
ミ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
や
ウ

シ
モ
ツ
ゴ
の
保
護
活
動
等
に
取
り
組
み
県
内

外
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。運
動
系

で
も
、ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
や
硬
式
テ
ニ
ス
、ゴ
ル

フ
競
技
で「
ぎ
ふ
清
流
国
体
」の
強
化
定
選
手

に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、多
く
の
生
徒
が「
文
武

両
道
」の
校
風
の
も
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
一
年
の
特
別
教
室
棟
改
修
に

始
ま
っ
た
新
校
舎
改
築
計
画
も
、昨
年
の
夏

に
管
理
棟・普
通
教
室
棟
が
完
成
し
、三
月

に
は
校
舎
前
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
も
完
成
し
、

県
下
で
最
も
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
の
素
晴
ら

し
い
校
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。ま
た
、空
調

設
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、同
窓
会
の
多
大
な

る
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。体
育
館・武
道
場
は

平
成
二
十
四
年
三
月
の
完
成
予
定
に
な
っ

て
お
り
、
創
立
百
四
十
周
年
を
迎
え
る
平

成
二
十
五
年
に
は
全
く
新
し
い
岐
阜
高
校

を
披
露
で
き
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
と
も
一
度
新
装
に
な
っ
た
母
校
の
校

舎
を
見
学
し
て
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、本
年
度
の
総
会

の
お
世
話
い
た
だ
き
ま
す
高
井
直
樹
運
営

委
員
長
を
は
じ
め
、当
番
幹
事
の
昭
和
四
十

三
年
、五
十
三
年
、六
十
三
年
卒
業
の
皆
様

の
ご
尽
力
に
感
謝
し
、併
せ
て
会
員
の
皆
様

方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
、そ
し
て
同
窓
会
の

益
々
の
ご
発
展
を
心
か
ら
祈
念
し
ま
し
て

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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去
る
、
三
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
ら
れ

た
被
災
者
の
方
々
に
、
心
よ
り
御
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
日
は
、
公
私
共
御
多
忙
の
中
多
く

の
皆
様
の
御
参
加
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
同
窓
会
開
催

に
あ
た
っ
て
は
、
昭
和
四
十
三
年
、
五

十
三
年
、
六
十
三
年
卒
業
生
が
会
の
準

備
、
運
営
を
担
当
い
た
し
ま
し
た
。
至

ら
ぬ
点
は
多
々
あ
っ
た
こ
と
と
存
じ
ま

す
が
、
関
係
各
位
の
御
協
力
を
得
て
、

つ
つ
が
な
く
今
日
と
い
う
日
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
こ
と
、
改
め
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、
今
日
は
一
年
に
一
度
、
若

か
っ
た
あ
の
頃
あ
の
時
に
タ
イ
ム
ト
ラ

ベ
ル
す
る
日
で
す
。
同
級
生
の
顔
を
見

る
と
思
い
出
は
一
瞬
に
し
て
甦
り
、
高

校
時
代
の
懐
か
し
い
話
に
花
が
咲
き
ま

す
。
青
春
時
代
の
入
り
口
に
立
つ
年
頃

は
子
供
で
も
な
く
、
ま
た
大
人
と
し
て

は
扱
っ
て
も
ら
え
な
い
不
安
定
な
時
期

で
あ
り
、
同
時
に
最
も
多
感
な
時
期
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
私
に
と
っ

て
の
岐
阜
高
校
は
、
学
問
を
学
ぶ
以
上

に
、
人
と
し
て
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
、
挫
折
を
乗
り
越
え
て
ゆ

く
強
い
気
持
ち
、
あ
る
い
は
仲
間
の
大

切
さ
等
々
、
机
上
で
は
学
ぶ
こ
と
が
で

き
な
い
多
く
の
こ
と
を
経
験
で
き
た
貴

重
な
場
で
あ
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
私

は
真
面
目
と
は
い
え
な
い
学
生
ゆ
え
、

悪
友
と
ず
い
ぶ
ん
羽
目
を
は
ず
し
た
り

も
し
ま
し
た
。
会
う
機
会
は
多
く
あ
り

ま
せ
ん
が
、
そ
の
こ
ろ
の
仲
間
と
一
緒

に
一
杯
や
る
の
が
、
大
き
な
楽
し
み
の

ひ
と
つ
で
あ
り
、
当
時
知
り
合
っ
た
友

人
達
、
そ
し
て
彼
ら
と
共
に
過
ご
し
た

時
間
が
青
春
時
代
の
大
切
な
財
産
と

思
っ
て
い
ま
す
。
人
生
八
十
年
時
代
に

あ
っ
て
、
高
校
生
活
は
僅
か
三
年
間
と

い
う
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

数
々
の
出
来
事
が
今
も
な
お
鮮
烈
な
印

象
と
な
っ
て
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

社
会
人
と
な
っ
て
か
ら
は
沢
山
の
高
校

の
先
輩
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
や
御
支
援
を

頂
き
、
今
の
自
分
が
あ
る
の
は
、
自
分

の
力
で
は
な
く
先
輩
方
を
は
じ
め
、
多

く
の
人
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と

自
ら
を
戒
め
て
い
ま
す
。

　
岐
阜
高
校
と
い
う
同
じ
学
び
舎
で
学

ん
だ
縁
が
強
い
新
た
な
絆
を
生
み
出
し

て
く
れ
る
、
い
ま
さ
ら
な
が
ら
こ
れ
が

母
校
の
伝
統
の
力
と
強
く
感
じ
る
の
は

決
し
て
私
ば
か
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
本
日
の
総
会
が
思
い
出
話
を
語
ら
う

楽
し
い
ひ
と
時
と
な
り
ま
す
よ
う
、
同

時
に
新
し
い
ご
縁
を
結
ぶ
機
会
に
な
れ

ま
す
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
本
日
御
出
席
賜
り
ま
し
た

皆
様
並
び
に
広
告
に
協
賛
い
た
だ
き
ま

し
た
方
々
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
、
御

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

縁が新たな絆を生み出す

平成23年度　同窓会総会運営委員会　委員長　高 井 直 樹

同窓会総会次第 あいさつ

岐阜県立岐阜高等学校同窓会総会
平成２３年６月12日（日）　会場：岐阜グランドホテル

［次第］

1. 総会（１１：００～１１：４０）
開会の辞
黙祷（物故者の冥福を祈る）
同窓会会長挨拶　　　　　同窓会長　　　森川　幸江
学校長挨拶　　　　　　　岐阜高校校長　鹿野　孝紀　様
議案審議

第１号議案　　平成２２年度事業報告について
第２号議案　　平成２２年度決算報告ならびに監査報告
第３号議案　　平成２３年度事業計画案について
第４号議案　　平成２３年度予算案について

閉会の辞

2. アトラクション（１１：４０～１２：１０）
雅楽　　　　　　　　　　　　桃井　喜邦（昭和５３年卒）

3. 懇親会（１２：１０～１４：００）
開会のことば　　平成２３年度同窓会運営委員会　　委員長　　高井　直樹
乾杯　　　　　　在京（首都圏）岐阜高校同窓会　　会　長　　宮本悠美子
平成２４年度運営委員会　運営委員紹介
　　　　　　　　　委 員 長　   松田　英文（昭和４４年卒）

校歌斉唱

閉会のことば　　平成２３年度同窓会運営委員会　　副委員長　 市川　篤丸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

［議案］

第1号議案
　平成22年度事業報告
　　　第１回役員会　　　　　４月２７日
　　　同窓会総会　　　　　　６月２０日
　　　在京同窓会　　　　　　７月１１日
　　　第２回役員会　　　　　 ９月１５日
　　　第３回役員会　　　　　 ２月 １ 日

第3号議案
　平成23年度事業計画案
　　　第１回役員会　　　　　４月２５日
　　　同窓会総会　　　　　　６月１２日
　　　在京同窓会　　　　　　６月２６日
　　　第２回役員会　　　　　９月１６日
　　　第３回役員会　　 　２月（予定）
　　　同窓会名簿作成
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去
る
、
三
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
ら
れ

た
被
災
者
の
方
々
に
、
心
よ
り
御
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
日
は
、
公
私
共
御
多
忙
の
中
多
く

の
皆
様
の
御
参
加
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
同
窓
会
開
催

に
あ
た
っ
て
は
、
昭
和
四
十
三
年
、
五

十
三
年
、
六
十
三
年
卒
業
生
が
会
の
準

備
、
運
営
を
担
当
い
た
し
ま
し
た
。
至

ら
ぬ
点
は
多
々
あ
っ
た
こ
と
と
存
じ
ま

す
が
、
関
係
各
位
の
御
協
力
を
得
て
、

つ
つ
が
な
く
今
日
と
い
う
日
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
こ
と
、
改
め
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、
今
日
は
一
年
に
一
度
、
若

か
っ
た
あ
の
頃
あ
の
時
に
タ
イ
ム
ト
ラ

ベ
ル
す
る
日
で
す
。
同
級
生
の
顔
を
見

る
と
思
い
出
は
一
瞬
に
し
て
甦
り
、
高

校
時
代
の
懐
か
し
い
話
に
花
が
咲
き
ま

す
。
青
春
時
代
の
入
り
口
に
立
つ
年
頃

は
子
供
で
も
な
く
、
ま
た
大
人
と
し
て

は
扱
っ
て
も
ら
え
な
い
不
安
定
な
時
期

で
あ
り
、
同
時
に
最
も
多
感
な
時
期
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
私
に
と
っ

て
の
岐
阜
高
校
は
、
学
問
を
学
ぶ
以
上

に
、
人
と
し
て
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
、
挫
折
を
乗
り
越
え
て
ゆ

く
強
い
気
持
ち
、
あ
る
い
は
仲
間
の
大

切
さ
等
々
、
机
上
で
は
学
ぶ
こ
と
が
で

き
な
い
多
く
の
こ
と
を
経
験
で
き
た
貴

重
な
場
で
あ
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
私

は
真
面
目
と
は
い
え
な
い
学
生
ゆ
え
、

悪
友
と
ず
い
ぶ
ん
羽
目
を
は
ず
し
た
り

も
し
ま
し
た
。
会
う
機
会
は
多
く
あ
り

ま
せ
ん
が
、
そ
の
こ
ろ
の
仲
間
と
一
緒

に
一
杯
や
る
の
が
、
大
き
な
楽
し
み
の

ひ
と
つ
で
あ
り
、
当
時
知
り
合
っ
た
友

人
達
、
そ
し
て
彼
ら
と
共
に
過
ご
し
た

時
間
が
青
春
時
代
の
大
切
な
財
産
と

思
っ
て
い
ま
す
。
人
生
八
十
年
時
代
に

あ
っ
て
、
高
校
生
活
は
僅
か
三
年
間
と

い
う
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

数
々
の
出
来
事
が
今
も
な
お
鮮
烈
な
印

象
と
な
っ
て
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

社
会
人
と
な
っ
て
か
ら
は
沢
山
の
高
校

の
先
輩
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
や
御
支
援
を

頂
き
、
今
の
自
分
が
あ
る
の
は
、
自
分

の
力
で
は
な
く
先
輩
方
を
は
じ
め
、
多

く
の
人
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と

自
ら
を
戒
め
て
い
ま
す
。

　
岐
阜
高
校
と
い
う
同
じ
学
び
舎
で
学

ん
だ
縁
が
強
い
新
た
な
絆
を
生
み
出
し

て
く
れ
る
、
い
ま
さ
ら
な
が
ら
こ
れ
が

母
校
の
伝
統
の
力
と
強
く
感
じ
る
の
は

決
し
て
私
ば
か
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
本
日
の
総
会
が
思
い
出
話
を
語
ら
う

楽
し
い
ひ
と
時
と
な
り
ま
す
よ
う
、
同

時
に
新
し
い
ご
縁
を
結
ぶ
機
会
に
な
れ

ま
す
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
本
日
御
出
席
賜
り
ま
し
た

皆
様
並
び
に
広
告
に
協
賛
い
た
だ
き
ま

し
た
方
々
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
、
御

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

縁が新たな絆を生み出す

平成23年度　同窓会総会運営委員会　委員長　高 井 直 樹

同窓会総会次第 あいさつ

岐阜県立岐阜高等学校同窓会総会
平成２３年６月12日（日）　会場：岐阜グランドホテル

［次第］

1. 総会（１１：００～１１：４０）
開会の辞
黙祷（物故者の冥福を祈る）
同窓会会長挨拶　　　　　同窓会長　　　森川　幸江
学校長挨拶　　　　　　　岐阜高校校長　鹿野　孝紀　様
議案審議

第１号議案　　平成２２年度事業報告について
第２号議案　　平成２２年度決算報告ならびに監査報告
第３号議案　　平成２３年度事業計画案について
第４号議案　　平成２３年度予算案について

閉会の辞

2. アトラクション（１１：４０～１２：１０）
雅楽　　　　　　　　　　　　桃井　喜邦（昭和５３年卒）

3. 懇親会（１２：１０～１４：００）
開会のことば　　平成２３年度同窓会運営委員会　　委員長　　高井　直樹
乾杯　　　　　　在京（首都圏）岐阜高校同窓会　　会　長　　宮本悠美子
平成２４年度運営委員会　運営委員紹介
　　　　　　　　　委 員 長　   松田　英文（昭和４４年卒）

校歌斉唱

閉会のことば　　平成２３年度同窓会運営委員会　　副委員長　 市川　篤丸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

［議案］

第1号議案
　平成22年度事業報告
　　　第１回役員会　　　　　４月２７日
　　　同窓会総会　　　　　　６月２０日
　　　在京同窓会　　　　　　７月１１日
　　　第２回役員会　　　　　 ９月１５日
　　　第３回役員会　　　　　 ２月 １ 日

第3号議案
　平成23年度事業計画案
　　　第１回役員会　　　　　４月２５日
　　　同窓会総会　　　　　　６月１２日
　　　在京同窓会　　　　　　６月２６日
　　　第２回役員会　　　　　９月１６日
　　　第３回役員会　　 　２月（予定）
　　　同窓会名簿作成
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総会議案 総会議案

第４号議案
平成２３年度　岐阜県立岐阜高等学校同窓会　予算案

自　平成２３年 ４月 １ 日
至　平成２４年 ３月３１日

自　平成２2年 ４月 １ 日
至　平成２3年 ３月３１日

第２号議案
平成２２年度　岐阜県立岐阜高等学校同窓会　決算報告
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総会議案 総会議案

第４号議案
平成２３年度　岐阜県立岐阜高等学校同窓会　予算案

自　平成２３年 ４月 １ 日
至　平成２４年 ３月３１日

自　平成２2年 ４月 １ 日
至　平成２3年 ３月３１日

第２号議案
平成２２年度　岐阜県立岐阜高等学校同窓会　決算報告



1819

総会議案 総会議案

平成２３年度　岐阜県立岐阜高等学校同窓会総会　予算（案）
自　平成２２年 ９月  １  日
至　平成２３年 ８月 ３１ 日

自　平成２１年 9 月 1 日
至　平成２２年 8 月31日

平成２２年度　岐阜県立岐阜高等学校同窓会総会　決算書
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総会議案 総会議案

平成２３年度　岐阜県立岐阜高等学校同窓会総会　予算（案）
自　平成２２年 ９月  １  日
至　平成２３年 ８月 ３１ 日

自　平成２１年 9 月 1 日
至　平成２２年 8 月31日

平成２２年度　岐阜県立岐阜高等学校同窓会総会　決算書
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同窓会規約 同窓会役員

岐阜県立岐阜高等学校同窓会役員

昭和41年卒

昭和20年卒

昭和31年卒

昭和46年卒

昭和40年卒

昭和35年卒

昭和37年卒

昭和38年卒

昭和40年卒

名 誉 顧 問

顧 問

〃

名 誉 会 長

会 長

副 会 長

〃 

〃 

〃 

昭和41年卒

昭和46年卒

昭和46年卒

昭和47年卒

昭和49年卒

昭和54年卒

昭和51年卒

昭和55年卒

副 会 長

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

監 査

〃 

岐阜県立岐阜高等学校同窓会規約
第 1 条
第 2 条
第 3 条

第 4 条

第 5 条

第 6 条
第 7 条

第 8 条
第 9 条
第 １０ 条
第 １１ 条

（名称）本会は岐阜県立岐阜高等学校同窓会と称する。
（目的）本会は会員相互の親睦を図り併せて母校の発展に寄与することを以て目的とする。
（組織）本会は次の会員を以て組織する。
○正会員
　岐阜県岐阜中学校卒業生
　岐阜県岐阜高等女学校卒業生
　岐阜県岐阜第一中学校卒業生
　岐阜県岐阜第一高等学校卒業生
　岐阜県岐阜女子高等学校卒業生
　岐阜県立岐阜高等学校併設中学校卒業生
　岐阜県立岐阜高等学校卒業生
　その他役員会の議を経て、会長の承認した者
○特別会員
　現職員・旧職員
（役員）本会は次の役員をおく。
名誉顧問・顧問　　若干名　　　　役員会に於て推挙する。
名誉会長　　　　　１名　　　　　母校校長
会長　　　　　　　１名　　　　　総会に於て選出する。
副会長　　　　　　若干名　　　　総会に於て選出する。
監査　　　　　　　若干名　　　　総会に於て選出する。
（役員の任務）役員の任務は次の通りとする。
会長は会務を総括し、総会・役員会を招集し、その議長となる。
副会長は会長を補佐し、会長事故あるときは代行する。
会長・副会長は、会務の企画並びに会計に関することを行う。
監査は会計を監査する。
顧問は会長の諮問にこたえる。
（役員の任期）役員の任期は２年とする。但し再選を妨げない。
（総会）本会の目的を達成するため、毎年１回定期総会を開く。但し必要のある場合は臨
時総会を開く。
（入会金）正会員は入会金を納入する。
（経費）本会の経費は入会金、寄付金等を以て充てる。
（会計）会計年度は毎年４月１日より始まり翌年３月３１日で終わる。
（支部）本会には支部を設けることができる。
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同窓会規約 同窓会役員

岐阜県立岐阜高等学校同窓会役員
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（名称）本会は岐阜県立岐阜高等学校同窓会と称する。
（目的）本会は会員相互の親睦を図り併せて母校の発展に寄与することを以て目的とする。
（組織）本会は次の会員を以て組織する。
○正会員
　岐阜県岐阜中学校卒業生
　岐阜県岐阜高等女学校卒業生
　岐阜県岐阜第一中学校卒業生
　岐阜県岐阜第一高等学校卒業生
　岐阜県岐阜女子高等学校卒業生
　岐阜県立岐阜高等学校併設中学校卒業生
　岐阜県立岐阜高等学校卒業生
　その他役員会の議を経て、会長の承認した者
○特別会員
　現職員・旧職員
（役員）本会は次の役員をおく。
名誉顧問・顧問　　若干名　　　　役員会に於て推挙する。
名誉会長　　　　　１名　　　　　母校校長
会長　　　　　　　１名　　　　　総会に於て選出する。
副会長　　　　　　若干名　　　　総会に於て選出する。
監査　　　　　　　若干名　　　　総会に於て選出する。
（役員の任務）役員の任務は次の通りとする。
会長は会務を総括し、総会・役員会を招集し、その議長となる。
副会長は会長を補佐し、会長事故あるときは代行する。
会長・副会長は、会務の企画並びに会計に関することを行う。
監査は会計を監査する。
顧問は会長の諮問にこたえる。
（役員の任期）役員の任期は２年とする。但し再選を妨げない。
（総会）本会の目的を達成するため、毎年１回定期総会を開く。但し必要のある場合は臨
時総会を開く。
（入会金）正会員は入会金を納入する。
（経費）本会の経費は入会金、寄付金等を以て充てる。
（会計）会計年度は毎年４月１日より始まり翌年３月３１日で終わる。
（支部）本会には支部を設けることができる。
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同窓会だより

バンドネオン奏者（春日井邦夫）
バイオリン奏者（岩崎陽子）
コントラバス奏者（平林秀基）

在
京（
首
都
圏
）同
窓
会

会
　
長
　
宮
本

　悠
美
子

昭
和
34
年
卒

　
在
京（
首
都
圏
）岐
高
同
窓
会
は
平
成
二
十
三
年
創

立
七
十
五
周
年
を
迎
え
ま
す
。
昭
和
十
二
年「
在
京

浜
岐
中
同
窓
会
」と
し
て
先
輩
方
が
本
校
の
支
部
と

し
て
の
関
係
で
は
な
く
設
立
し
、本
校
と
は
別
に
会

則
が
あ
り
政
治
的
色
彩
、宣
伝
な
ど
は
排
除
し
総
て

会
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運
営
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
在
京（
首
都
圏
）岐
高
同
窓
会
が
継
続
で
き
て
お

り
ま
す
こ
と
は
、岐
中
、岐
高
女
、岐
高
卒
の
沢
山
の

先
輩
方
の
母
校
を
愛
す
る
心
と
ご
協
力
ご
努
力
の

お
蔭
だ
と
心
よ
り
深
く
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
二
十
二
年
度
総
会
は
、七
月
十一日
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
ご
多
忙
な
中
を
母
校

同
窓
会
森
川
幸
江
会
長
、田
村
弘
司
校
長
、杉
本
尚

子
先
生
、恩
師
横
山
勢
津
夫
様
に
ご
祝
辞
ご
挨
拶

を
頂
き
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
は
母
校
に
素
晴
ら
し
い
新
校
舎
が
完
成
致

し
ま
し
た
。
在
京（
首
都
圏
）岐
阜
高
校
同
窓
会
と

し
て
新
校
舎
記
念
品
目
録
の
贈
呈
式
を
致
し
ま
し

た
。

●
多
機
能
モ
バ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
一
台

●
河
津
桜
一
対（
生
徒
通
用
門
に
二
月
植
樹
）

　
贈
呈
式
の
後
の
イ
ベ
ン
ト
は
春
日
井
邦
夫
様（
昭

和
四
十
一
年
卒
）が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ご
活
躍
中
の

ト
リ
オ・ポ
ル
テ
ー
ニ
ョ
の
皆
様
に
タ
ン
ゴ
の
演
奏

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ト
リ
オ
の
メ
ン
バ
ー
は
、バ

ン
ド
ネ
オ
ン
奏
者（
春
日
井
邦
夫
）、バ
イ
オ
リ
ン
奏

者（
岩
崎
陽
子
）、コ
ン
ト
ラ
バ
ス
奏
者（
平
林
秀
基
）。

三
人
の
息
の
あ
っ
た
素
晴
ら
し
い
生
演
奏
の
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
の
魅
力
に
酔
い
し
れ
大
満
足
で
し
た
。

　
二
十
二
年
度
当
番
学
年
と
し
て
活
躍
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
四
十
四
年
卒
、五
十
四
年
卒
の
皆
様
の

責
任
感
と
結
束
力
、伝
統
力
の
素
晴
ら
し
さ
に
感

謝
致
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
本
会
第
一

条「
会
員
相
互
の
交
諠
を
厚
く
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
」を
忘
れ
る
こ
と
な
く
益
々
発
展
し

て
い
き
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
二
十
三
年
度
の
イ
ベ
ン
ト
は
宇
野
正
志（
平

成
九
年
卒
）ピ
ア
ノ
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
演
奏
と
仲

間
の
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
に
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
当
番
学
年
四
十
五
年
卒
、五
十
五
年
卒
の

皆
様
は
、昨
年
秋
か
ら
総
会
に
向
け
て
準
備
を

し
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
岐
阜
の
皆
様
の
ご
出

席
を
楽
し
み
に
致
し
て
お
り
ま
す
。

恩師からの便りMemories
授
業
に
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
、
進
路
指
導
。

怒
ら
せ
た
り
困
ら
せ
た
り
、
時
に
は
先
生
を
中
心
に
ク
ラ
ス
が
一
つ
に
な
っ
た
、

懐
か
し
い
あ
の
日
々―

―

皆
が
よ
く
知
る
先
生
方
か
ら
、
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
ま
し
た
。

※
前
・
田
村
校
長
よ
り
ご
挨
拶
の
は
が
き
が
届
き
ま
し
た
。

河
津
桜
が
咲
き
ま
し
た
と
い
う
お
知
ら
せ
に
大
き
な
喜
び

を
頂
き
ま
し
た
。
来
年
は
も
う
少
し
大
き
く
な
り
花
の
開

花
が
楽
し
み
で
す
。

　
田
村
弘
司
校
長
に
は
大
変
感
謝
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

毎
年
卒
業
生
に
同
窓
会
の
お
知
ら
せ
を
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
て
私
共
に
は
常
に
母
校
の
情
報
を
お
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
心
あ
る
校
長
に
恵
ま
れ
ま
し
た
こ

と
を
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

平
成
23
年
度

在
京（
首
都
圏
）岐
高
同
窓
会
の
お
知
ら
せ

日 

時
場 

所

平
成
23
年
6
月
26
日（
日
）

11
時
〜
14
時
30
分

A
N
A
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル

ホ
テ
ル
東
京
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瀬戸  昭三
昭和40～50年在職

恩師からの便りMemories

　
私
が
教
職
の
退
職
を
期
に
、
趣
味
の

自
然
風
景
写
真
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て
十

二
年
に
な
る
。
会
で
は
、月
一
回
の
例
会

で
互
い
に
作
品
を
評
価
し
あ
い
、
優
れ
た

も
の
を
秋
の
信
長
祭
り
に
柳
ヶ
瀬
の
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
ー
ル
で
展
覧
す
る
こ
と
が
恒
例
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
展
覧
会
は
、
例
年
多

く
の
人
々
に
見
て
頂
き
中
々
の
好
評
を
得

て
い
る
。

　
私
の
入
会
当
初
の
作
品
へ
の
評
価
は「
図
鑑
の

写
真
で
、正
解
だ
が
風
情
が
な
い
」で
あ
っ
た
。
尤

も
な
こ
と
で
あ
る
と
思
っ
た
。
私
は
大
学
で
は
植

物
学
を
専
攻
し
、教
員
に
な
っ
て
は
理
科
の
生
物

学
を
主
に
教
え
て
三
十
数
年
、い
つ
も
自
然
を
科

学
す
る
姿
勢
で
観
て
き
た
。
常
に
自
然
を
丁
寧
に

分
析
し
て
観
察
し
、そ
れ
を
正
確
に
記
録
に
止
め

て
後
、初
め
て
総
合
的
に
見
る
習
慣
が
染
み
付
い

て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
私
が
風
景
写
真
を

撮
る
時
に
も
こ
の
習
慣
が
優
先
し
て
、部
分
部
分

ま
で
正
確
で
あ
る
こ
と
に
拘
っ
て
撮
る
。
そ
の
た

め
に
、私
の
写
真
は
情
報
が
多
く
入
り
過
ぎ
て
、訴

え
る
ポ
イ
ン
ト
が
定
ま
り
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、現
代
社
会
に
生
き
る
私
達

が
情
報
過
多
に
惑
わ
さ
れ
、慌
た
だ
し
く
目
移
り

し
て
、物
事
の
本
質
を
中
々
見
極
め
ら
れ
無
い
で

い
る
状
況
に
似
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　
あ
る
写
真
家
が「
写
真
は
引
算
で
あ
る
」と
言
っ

て
い
た
。
今
で
は
、
私
の
一
枚
の
写
真
の
中
に
撮

り
込
む
被
写
体
を
絞
り
込
み
、
他
人
に
訴
え
た
い

ポ
イ
ン
ト
が
解
り
易
い
、
そ
れ
で
い
て
見
て
い
る

人
の
イ
メ
ー
ジ
が
大
き
く
広
が
る
よ
う
な
写
真
を

撮
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
。
機
会
を
見
付
け
て

は
野
に
出
て
、
自
然
の
中
に
遊
び
、
自
然
が
見
せ

る
美
し
さ
や
摂
理
を
写
真
に
撮
っ
て
楽
し
ん
で
い

る
。私
の
写
真
を
多
く
の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
た

ら
、こ
れ
に
勝
る
喜
び
は
無
い
と
思
い
始
め
て
い
る
。

　
添
付
し
た
写
真
は
、
昨
年
の
夏
に
滋
賀
県
長

浜
市
で
琵
琶
湖
に
流
れ
こ
む
姉
川
で
、
若
鮎
を
夢

中
で
追
う
鷺
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
写
真

か
ら
瀬
音
や
瀬
を
登
る
鮎
の
姿
を
想
像
し
て
頂
け

た
ら
、
と
て
も
嬉
し
い
の
で
あ
る
。

写真は引算
高田　晃

昭和46～58年在職

Memories
恩師からの便り
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写真は引算
高田　晃

昭和46～58年在職

Memories
恩師からの便り
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渡
辺
淳
一
の「
失
楽
園
」を
読
ん
だ
こ
と

は
な
い
が
、
週
刊
新
潮
連
載
の
コ
ラ
ム
は

愛
読
し
て
い
る
。
話
題
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
て
、

最
近
の
関
心
は
渡
辺
本
人
の
老
化
と
自
分
よ
り
若

い
世
代
の
老
化
に
あ
る
。
最
新
小
説「
孤
舟
」は
そ

ん
な
彼
の
研
究
小
説
な
の
だ
ろ
う
。

　
十
五
歳
は
志
学（
学
問
を
志
す
）。
二
十
歳
弱
冠
、

三
十
歳
は
而
立
、
四
十
歳
は
不
惑
。
五
十
歳
は
知

命（
天
命
を
知
る
こ
と
だ
）、
六
十
歳
は
耳
順（
還
暦

定
年
で
す
）。
七
十
歳「
古
希
」（
今
で
は
珍
し
く
な

い
）、
八
十
歳「
傘
寿
」、
九
十
歳「
卒
寿
」、
九
十

九
歳「
白
寿
」、
百
歳「
上
寿
」、
百
八
歳「
茶
寿
」、

百
十
一
歳「
皇
寿
」（
皇
潤
で
は
な
い
）と
続
く
が（
後

は・・知
る
要
な
し
）。

　
渡
辺
は「
喜
寿
」（
七
十
七
歳
）に
な
っ
て
、な
ん
だ

か
人
生
を
卒
業
し
た
気
に
な
っ
て「
弧
舟
」を
書
い
た

と
い
う
。ま
だ
読
ん
で
い
な
い
。

　
私
は
、
戦
争
が
終
わ
り「
志
学
」の
頃
に
、
誰
で

も
入
学
で
き
た
岐
阜
高
等
学
校
に
入
学
し
た
。
す

ん
で
の
と
こ
ろ
で
某
工
業
高
等
学
校
繊
維
学
科
に

入
学
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
昭
和
二
十
六
年
頃
。

戦
後
は
繊
維
の
時
代
で
も
あ
る
。
が
、
運
命
の
神

が
招
い
た
の
か
岐
高
普
通
科
に
急
遽
変
更
し
た
。絵

は
好
き
だ
っ
た
。
小
木
曽
和
夫
先
生
の
う
す
汚
い

美
術
室
に
入
り
浸
っ
て
三
年
間
。
こ
の
時
は
じ
め

て
、
マ
チ
ス
の
線
は
簡
潔
綺
麗
だ
と
学
習
し
た
。木

造
の
汚
い
別
棟
美
術
教
室
は
格
好
の
隠
れ
場
に
な

り
絵
は
描
か
な
い
で
ほ
と
ん
ど
河
原
で
遊
ぶ
。
勉

強
し
な
い
か
ら
学
力
不
足
で
志
望
大
学
に
合
格
し

な
い
。「
前
期
弱
冠
浪
人
」を
一
年
間
経
験
し
た
。友

人
も
急
速
に
周
囲
か
ら
消
え
て
金
も
な
い
。
塾
も

な
い
。
教
育
モ
ン
ス
タ
ー
の
親
で
も
な
い
。

　
ま
あ
、
羅
針
盤
の
無
い
弱
冠
前
期
、「
真
暗
闇
の

生
活
」で
あ
る
。
演
歌
・
鶴
田
浩
二
で
あ
る
。
誰
？

　
日
本
帝
国
予
科
練
帰
り
を
知
ら
ん
な
。

　
そ
れ
か
ら
十
年
後
。
今
は
時
代
が
ず
れ
て
三
十

歳
で
も
弱
冠
と
い
う
よ
う
だ
が「
而
立
」と
は
ほ
ど
遠

い
頃
、
私
は
高
校
教
員
の
端
く
れ
だ
っ
た
。

　
長
い
夏
休
み
の
あ
る
教
員
生
活
は
安
月
給
で
も

「
先
生
は
い
い
わ
ね
。
夏
休
み
が
あ
る
か
ら
」と
周

囲
か
ら
嫌
み
を
言
わ
れ
、
補
習
も
無
い
か
ら
ほ
と

ん
ど
学
校
に
出
な
い
。
七
月
二
十
日
か
ら
八
月
三

十
一
日
ま
で
自
宅
で「
抽
象
画
」を
制
作
し
、
九
月

に
な
る
と
二
紀
展
に
出
品
し
て
二
紀
会
同
人
に

な
っ
た
。
そ
の
頃
、小
木
曽
先
生
が
、「
ヤ
ア
、ま
た

一
緒
に
な
っ
た
な
」と
長
良
高
校
に
い
て
喜
ん
で
迎

え
て
く
れ
た
。

　
二
紀
会
は
昭
和
二
十
二
年
に
熊
谷
守
一
が
創
立

会
員
に
な
っ
て
い
る
。
明
治
三
十
年
岐
阜
中
学
を

中
退
し
上
京
、
画
家
を
志
す
。

　「
不
惑
」に
届
い
て
学
校
群
の
岐
阜
高
校
に
戻
っ

た
ら「
受
験
数
学
」を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ん
。

「
不
惑
」で
あ
る
。
惑
っ
て
は
い
け
な
い
。
数
学
は
早

朝
に
勉
強
し
て（
別
解
を
二
通
り
以
上
作
る
よ
う

に
）、
午
後
は
汗
を
流
し
て
百
号
の
不
定
形
絵
画
を

描
い
た
。
中
風
と
言
う
風
変
わ
り
な
名
前
の
生
徒

が
い
て
、
岐
高
か
ら
は
珍
し
く
美
術
大
学
に
進
学

し
た
。

　
そ
の
中
風
さ
ん
が
現
在
、
岐
阜
を
代
表
す
る
洋

画
家
で
あ
っ
て（
二
〇
一
〇
年
現
在
岐
阜
県
展
審

査
員
／
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
会
員
）、
二
〇
一
一
年
の
岐

阜
高
校
同
窓
会
誌
に
コ
ラ
ム
を
書
け
と
い
う
。
私

絵は、これから
小川　 斉
昭和51～57年在職
（昭和29年卒）

は「
喜
寿
」
に
近
い
が
今
は
絵
描
き
の
端
く
れ
で
あ

る
。「
上
寿
」の
日
展
作
家・小
木
曽
先
生
も
い
な
い

の
で
、
気
易
く「
岐
阜
高
校
美
術
史
」な
ら
書
け
る

よ
と
請
け
合
っ
た
。

　
資
料
が
あ
る
か
？
あ
り
ま
し
た
、
一
部
だ
け
。昭

和
二
十
二
年
〜
三
十
二
年
ま
で
の
岐
阜
高
校
美
術

部
略
史（
小
木
曽
和
夫
制
作
）が
手
元
に
あ
る
。
昭

和
二
十
二
年
の
旧
岐
中
三
年
生
に
辻
惟
雄
が
い
る
。

日
本
妖
怪
絵
画
史
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
。五

年
生
に
萩
野
喜
弘
。
今
も
元
気
に
画
廊
鮎
で
個
展

を
開
催
し
て
い
る
。
昭
和
二
十
三
年
に
は
岐
阜
一

中
絵
画
展
を
旧
丸
宮
で
開
催
。
芸
術
活
動
華
や
か

な
り
し
創
世
紀
岐
阜
高
校（
旧
制
中
学
が
同
居
。逆

か
な
）が
そ
こ
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　『
こ
の
美
術
ク
ラ
ブ
の
活
動
期
ほ
ど
日
本
が
激
し

く
転
変
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
終
戦
と
共
に

そ
の
反
動
と
し
て
平
和
を
愛
し
、
芸
術
を
愛
好・鑑

賞
し
よ
う
と
す
る
空
気
が
世
界
に
満
ち
て
生
徒
た

ち
は
も
絵
の
具
も
画
布
も
皆
画
材
不
足
の
中
で
果

敢
に
制
作
し
、
展
覧
会
に
出
品
し
て
そ
の
創
作
表

現
の
喜
び
に
浸
っ
た
も
の
で
す
。』（
小
木
曽
和
夫
編

「
ら
く
が
き
帳
」よ
り
）

　
昭
和
二
十
六
年
の
新
制
岐
阜
高
校
一
年
生
美
術

部
に
小
川
斉
が
い
る・・・・・。

　
記
録
は
昭
和
三
十
二
年

に
突
然
終
わ
る
。
多
分
、小

木
曽
先
生
は
異
動
し
た
の

だ
。
私
は
第
十
一
回
二
紀

展
に
初
入
選
し
た
。
第
五

回
岐
阜
水
彩
展
に
岐
高
の

渡
辺
、
加
藤
の
二
氏
が
入

選
し
て
い
る
。こ
れ
ら
岐
高

美
術
部
O
B
た
ち
が
小
木
曽
先
生
の
長
寿
を
祝
っ

て「
岐
高
美
術
部
O
B
展
」を
二
〇
〇
七
年
十
一
月
に

鮎
画
廊
で
開
い
た
。
篠
田
正
昭（
故
人
）。
川
嶋
重
治
。

石
野
誠
、
青
木
登
和
子
、
大
洞
和
子
な
ど
多
士

済
々
で
あ
る
。
同
輩
に
は
日
本
画
の
長
崎
さ
ん
、多

治
見
さ
ん
が
健
在
で
あ
る
。

　
現
今
、
超
進
学
校
に
な
っ
た
岐
阜
高
等
学
校
か

ら
東
大・京
大
な
ど
の
入
学
者
多
数
で
あ
る
が
、
若

手
美
術
家
は
少
な
い
。
仄
聞
に
し
て
私
は「
中
風
さ

ん
」以
外
は
知
ら
な
い
。
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

　
再
び
、渡
辺
淳
一
に
。彼
は
医
者
で
あ
っ
た
は
ず
だ

が
、
い
つ
の
間
に
か
エ
ロ
作
家
に
な
り
、
今
は
老
年

評
論
家
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
四
月
二
十
九
日
号

の
週
刊
新
潮
の
コ
ラ
ム
に「
定
年
後
は
ど
こ
へ
」を
書

い
た
。
午
前
中
の
公
立
図
書
館
、
デ
パ
ー
ト・ス
ー

パ
ー
な
ど
、「
還
暦
」を
越
え
た
男
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

る
と
い
う
。
理
由
は
カ
ン
タ
ン
。
定
年
に
な
っ
た

男
の
行
き
場
が
無
い
。
こ
の
時
代
、
再
就
職
も
難

し
い
が
、
男
は
一
日
家
に
独
居
で
き
ん
。閉
塞
感
、

雰
囲
気
的
落
ち
込
み
の
激
し
い
日
本
社
会
で
は
い

よ
い
よ
高
齢
者
の
行
き
場
が
な
い
ら
し
い
？

　
渡
辺
は
書
く
。
人
間
は
自
分
の
年
齢
よ
り
上
の

こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。「
知
命
」な
ら
そ
れ
以
下
。「
還

暦
」な
ら
そ
れ
以
下
し
か
わ
か
ら
ん
。「
傘
寿
」に
近

く
な
っ
て
や
っ
と「
老
人
小
説
」が
書
け
る
よ
う
に

な
っ
た
。老
人
の
恋
や
生
き
方
を
書
く
と
い
う
。
ど

う
な
る
か
な
。

　
私
は
午
前
中
か
ら「
高
島
屋
」を
徘
徊
し
な
い
で

「
明
治
村
」を
ス
ケ
ッ
チ
し
ょ
う
と
思
っ
て
い
る
。
過

日
、
岐
阜
高
校
数
学
O
B
会
で
有
名
数
学
教
員
富

成
先
生
と
同
席
し
た
。
彼
は
今
で
も
大
学
数
学
入

試
問
題
を
解
い
て
い
る
。
解
く
ス
ピ
ー
ド
は
落
ち

た
。
自
家
用
車
で
京
都
に
行
く
。
焼
酎
を
た
し
な

む
。「
老
イ
テ
学
ベ
バ
、
則
チ
死
シ
テ
朽
チ
ズ
」だ
。

「
黄
落
に
埋
む
理
学
部
数
学
棟（
斉
）」

　
言
い
忘
れ
た
が
、
白
寿
近
い
小
木
曽
和
夫
と
二

人
展
を
「
画
廊
喫
茶
あ
い
」
で
開
催
で
き
た
の
は

師
弟
の
縁
で
あ
る
。

　
私
の
絵
は
、こ
れ
か
ら・・・・

二
○
一
○
年
十
二
月
八
日（
昔
は
太
平
洋
戦
争
開
戦
日
）

Memories
恩師からの便り 恩師からの便りMemories
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渡
辺
淳
一
の「
失
楽
園
」を
読
ん
だ
こ
と

は
な
い
が
、
週
刊
新
潮
連
載
の
コ
ラ
ム
は

愛
読
し
て
い
る
。
話
題
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
て
、

最
近
の
関
心
は
渡
辺
本
人
の
老
化
と
自
分
よ
り
若

い
世
代
の
老
化
に
あ
る
。
最
新
小
説「
孤
舟
」は
そ

ん
な
彼
の
研
究
小
説
な
の
だ
ろ
う
。

　
十
五
歳
は
志
学（
学
問
を
志
す
）。
二
十
歳
弱
冠
、

三
十
歳
は
而
立
、
四
十
歳
は
不
惑
。
五
十
歳
は
知

命（
天
命
を
知
る
こ
と
だ
）、
六
十
歳
は
耳
順（
還
暦

定
年
で
す
）。
七
十
歳「
古
希
」（
今
で
は
珍
し
く
な

い
）、
八
十
歳「
傘
寿
」、
九
十
歳「
卒
寿
」、
九
十

九
歳「
白
寿
」、
百
歳「
上
寿
」、
百
八
歳「
茶
寿
」、

百
十
一
歳「
皇
寿
」（
皇
潤
で
は
な
い
）と
続
く
が（
後

は・・知
る
要
な
し
）。

　
渡
辺
は「
喜
寿
」（
七
十
七
歳
）に
な
っ
て
、な
ん
だ

か
人
生
を
卒
業
し
た
気
に
な
っ
て「
弧
舟
」を
書
い
た

と
い
う
。ま
だ
読
ん
で
い
な
い
。

　
私
は
、
戦
争
が
終
わ
り「
志
学
」の
頃
に
、
誰
で

も
入
学
で
き
た
岐
阜
高
等
学
校
に
入
学
し
た
。
す

ん
で
の
と
こ
ろ
で
某
工
業
高
等
学
校
繊
維
学
科
に

入
学
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
昭
和
二
十
六
年
頃
。

戦
後
は
繊
維
の
時
代
で
も
あ
る
。
が
、
運
命
の
神

が
招
い
た
の
か
岐
高
普
通
科
に
急
遽
変
更
し
た
。絵

は
好
き
だ
っ
た
。
小
木
曽
和
夫
先
生
の
う
す
汚
い

美
術
室
に
入
り
浸
っ
て
三
年
間
。
こ
の
時
は
じ
め

て
、
マ
チ
ス
の
線
は
簡
潔
綺
麗
だ
と
学
習
し
た
。木

造
の
汚
い
別
棟
美
術
教
室
は
格
好
の
隠
れ
場
に
な

り
絵
は
描
か
な
い
で
ほ
と
ん
ど
河
原
で
遊
ぶ
。
勉

強
し
な
い
か
ら
学
力
不
足
で
志
望
大
学
に
合
格
し

な
い
。「
前
期
弱
冠
浪
人
」を
一
年
間
経
験
し
た
。友

人
も
急
速
に
周
囲
か
ら
消
え
て
金
も
な
い
。
塾
も

な
い
。
教
育
モ
ン
ス
タ
ー
の
親
で
も
な
い
。

　
ま
あ
、
羅
針
盤
の
無
い
弱
冠
前
期
、「
真
暗
闇
の

生
活
」で
あ
る
。
演
歌
・
鶴
田
浩
二
で
あ
る
。
誰
？

　
日
本
帝
国
予
科
練
帰
り
を
知
ら
ん
な
。

　
そ
れ
か
ら
十
年
後
。
今
は
時
代
が
ず
れ
て
三
十

歳
で
も
弱
冠
と
い
う
よ
う
だ
が「
而
立
」と
は
ほ
ど
遠

い
頃
、
私
は
高
校
教
員
の
端
く
れ
だ
っ
た
。

　
長
い
夏
休
み
の
あ
る
教
員
生
活
は
安
月
給
で
も

「
先
生
は
い
い
わ
ね
。
夏
休
み
が
あ
る
か
ら
」と
周

囲
か
ら
嫌
み
を
言
わ
れ
、
補
習
も
無
い
か
ら
ほ
と

ん
ど
学
校
に
出
な
い
。
七
月
二
十
日
か
ら
八
月
三

十
一
日
ま
で
自
宅
で「
抽
象
画
」を
制
作
し
、
九
月

に
な
る
と
二
紀
展
に
出
品
し
て
二
紀
会
同
人
に

な
っ
た
。
そ
の
頃
、小
木
曽
先
生
が
、「
ヤ
ア
、ま
た

一
緒
に
な
っ
た
な
」と
長
良
高
校
に
い
て
喜
ん
で
迎

え
て
く
れ
た
。

　
二
紀
会
は
昭
和
二
十
二
年
に
熊
谷
守
一
が
創
立

会
員
に
な
っ
て
い
る
。
明
治
三
十
年
岐
阜
中
学
を

中
退
し
上
京
、
画
家
を
志
す
。

　「
不
惑
」に
届
い
て
学
校
群
の
岐
阜
高
校
に
戻
っ

た
ら「
受
験
数
学
」を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ん
。

「
不
惑
」で
あ
る
。
惑
っ
て
は
い
け
な
い
。
数
学
は
早

朝
に
勉
強
し
て（
別
解
を
二
通
り
以
上
作
る
よ
う

に
）、
午
後
は
汗
を
流
し
て
百
号
の
不
定
形
絵
画
を

描
い
た
。
中
風
と
言
う
風
変
わ
り
な
名
前
の
生
徒

が
い
て
、
岐
高
か
ら
は
珍
し
く
美
術
大
学
に
進
学

し
た
。

　
そ
の
中
風
さ
ん
が
現
在
、
岐
阜
を
代
表
す
る
洋

画
家
で
あ
っ
て（
二
〇
一
〇
年
現
在
岐
阜
県
展
審

査
員
／
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
会
員
）、
二
〇
一
一
年
の
岐

阜
高
校
同
窓
会
誌
に
コ
ラ
ム
を
書
け
と
い
う
。
私

絵は、これから
小川　 斉
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は「
喜
寿
」
に
近
い
が
今
は
絵
描
き
の
端
く
れ
で
あ

る
。「
上
寿
」の
日
展
作
家・小
木
曽
先
生
も
い
な
い

の
で
、
気
易
く「
岐
阜
高
校
美
術
史
」な
ら
書
け
る

よ
と
請
け
合
っ
た
。

　
資
料
が
あ
る
か
？
あ
り
ま
し
た
、
一
部
だ
け
。昭

和
二
十
二
年
〜
三
十
二
年
ま
で
の
岐
阜
高
校
美
術

部
略
史（
小
木
曽
和
夫
制
作
）が
手
元
に
あ
る
。
昭

和
二
十
二
年
の
旧
岐
中
三
年
生
に
辻
惟
雄
が
い
る
。

日
本
妖
怪
絵
画
史
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
。五

年
生
に
萩
野
喜
弘
。
今
も
元
気
に
画
廊
鮎
で
個
展

を
開
催
し
て
い
る
。
昭
和
二
十
三
年
に
は
岐
阜
一

中
絵
画
展
を
旧
丸
宮
で
開
催
。
芸
術
活
動
華
や
か

な
り
し
創
世
紀
岐
阜
高
校（
旧
制
中
学
が
同
居
。逆

か
な
）が
そ
こ
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　『
こ
の
美
術
ク
ラ
ブ
の
活
動
期
ほ
ど
日
本
が
激
し

く
転
変
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
終
戦
と
共
に

そ
の
反
動
と
し
て
平
和
を
愛
し
、
芸
術
を
愛
好・鑑

賞
し
よ
う
と
す
る
空
気
が
世
界
に
満
ち
て
生
徒
た

ち
は
も
絵
の
具
も
画
布
も
皆
画
材
不
足
の
中
で
果

敢
に
制
作
し
、
展
覧
会
に
出
品
し
て
そ
の
創
作
表

現
の
喜
び
に
浸
っ
た
も
の
で
す
。』（
小
木
曽
和
夫
編

「
ら
く
が
き
帳
」よ
り
）

　
昭
和
二
十
六
年
の
新
制
岐
阜
高
校
一
年
生
美
術

部
に
小
川
斉
が
い
る・・・・・。

　
記
録
は
昭
和
三
十
二
年

に
突
然
終
わ
る
。
多
分
、小

木
曽
先
生
は
異
動
し
た
の

だ
。
私
は
第
十
一
回
二
紀

展
に
初
入
選
し
た
。
第
五

回
岐
阜
水
彩
展
に
岐
高
の

渡
辺
、
加
藤
の
二
氏
が
入

選
し
て
い
る
。こ
れ
ら
岐
高

美
術
部
O
B
た
ち
が
小
木
曽
先
生
の
長
寿
を
祝
っ

て「
岐
高
美
術
部
O
B
展
」を
二
〇
〇
七
年
十
一
月
に

鮎
画
廊
で
開
い
た
。
篠
田
正
昭（
故
人
）。
川
嶋
重
治
。

石
野
誠
、
青
木
登
和
子
、
大
洞
和
子
な
ど
多
士

済
々
で
あ
る
。
同
輩
に
は
日
本
画
の
長
崎
さ
ん
、多

治
見
さ
ん
が
健
在
で
あ
る
。

　
現
今
、
超
進
学
校
に
な
っ
た
岐
阜
高
等
学
校
か

ら
東
大・京
大
な
ど
の
入
学
者
多
数
で
あ
る
が
、
若

手
美
術
家
は
少
な
い
。
仄
聞
に
し
て
私
は「
中
風
さ

ん
」以
外
は
知
ら
な
い
。
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

　
再
び
、渡
辺
淳
一
に
。彼
は
医
者
で
あ
っ
た
は
ず
だ

が
、
い
つ
の
間
に
か
エ
ロ
作
家
に
な
り
、
今
は
老
年

評
論
家
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
四
月
二
十
九
日
号

の
週
刊
新
潮
の
コ
ラ
ム
に「
定
年
後
は
ど
こ
へ
」を
書

い
た
。
午
前
中
の
公
立
図
書
館
、
デ
パ
ー
ト・ス
ー

パ
ー
な
ど
、「
還
暦
」を
越
え
た
男
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

る
と
い
う
。
理
由
は
カ
ン
タ
ン
。
定
年
に
な
っ
た

男
の
行
き
場
が
無
い
。
こ
の
時
代
、
再
就
職
も
難

し
い
が
、
男
は
一
日
家
に
独
居
で
き
ん
。閉
塞
感
、

雰
囲
気
的
落
ち
込
み
の
激
し
い
日
本
社
会
で
は
い

よ
い
よ
高
齢
者
の
行
き
場
が
な
い
ら
し
い
？

　
渡
辺
は
書
く
。
人
間
は
自
分
の
年
齢
よ
り
上
の

こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。「
知
命
」な
ら
そ
れ
以
下
。「
還

暦
」な
ら
そ
れ
以
下
し
か
わ
か
ら
ん
。「
傘
寿
」に
近

く
な
っ
て
や
っ
と「
老
人
小
説
」が
書
け
る
よ
う
に

な
っ
た
。老
人
の
恋
や
生
き
方
を
書
く
と
い
う
。
ど

う
な
る
か
な
。

　
私
は
午
前
中
か
ら「
高
島
屋
」を
徘
徊
し
な
い
で

「
明
治
村
」を
ス
ケ
ッ
チ
し
ょ
う
と
思
っ
て
い
る
。
過

日
、
岐
阜
高
校
数
学
O
B
会
で
有
名
数
学
教
員
富

成
先
生
と
同
席
し
た
。
彼
は
今
で
も
大
学
数
学
入

試
問
題
を
解
い
て
い
る
。
解
く
ス
ピ
ー
ド
は
落
ち

た
。
自
家
用
車
で
京
都
に
行
く
。
焼
酎
を
た
し
な

む
。「
老
イ
テ
学
ベ
バ
、
則
チ
死
シ
テ
朽
チ
ズ
」だ
。

「
黄
落
に
埋
む
理
学
部
数
学
棟（
斉
）」

　
言
い
忘
れ
た
が
、
白
寿
近
い
小
木
曽
和
夫
と
二

人
展
を
「
画
廊
喫
茶
あ
い
」
で
開
催
で
き
た
の
は

師
弟
の
縁
で
あ
る
。

　
私
の
絵
は
、こ
れ
か
ら・・・・

二
○
一
○
年
十
二
月
八
日（
昔
は
太
平
洋
戦
争
開
戦
日
）

Memories
恩師からの便り 恩師からの便りMemories
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私
は
両
親
が
明
治
生
ま
れ
の
家
に

育
っ
た
。
父
は
先
の
戦
争
に
も
従
軍
し

て
お
り
、
明
治
男
の
代
表
の
よ
う
な
躾

に
厳
し
い
人
で
し
た
。
怖
か
っ
た
。
当
時
、

父
が
他
人
の
よ
う
に
思
え
て
、
箸
の
上

げ
下
げ
に
も
厳
し
か
っ
た
。
口
癖
は
大
き

く
成
っ
た
ら
、
人
の
為
に
働
く
人
に
な
れ

と
教
え
込
ま
れ
て
教
員
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

　
教
員
に
な
っ
て
十
三
年
目
の
昭
和
四
十
七
年
、

春
異
動
で
岐
高
に
赴
任
し
た
。
当
時
の
岐
高
生
は

前
頭
葉
が
異
常
に
発
達
し
た
生
徒
た
ち
ば
か
り
で
、

私
の
教
師
像
に
近
い
も
の
が
あ
っ
て
つ
い
「
打
て

ば
響
く
」
の
気
持
ち
が
先
走
っ
て
、
厳
し
い
先
生
、

怖
い
先
生
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
と
も
物
理

と
い
う
科
目
が
ネ
ッ
ク
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

　
生
徒
は
勉
強
が
好
き
で
、
学
問
に
真
摯
で
校
歌

の
「
国
家
の
為
に
明
け
暮
れ
学
ぶ
」
そ
の
も
の
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
教
師
も
そ
れ
ぞ
れ
が
国
家

の
為
に
生
き
て
く
れ
る
生
徒
を
育
成
す
る
こ
と
に

暗
黙
の
了
解
が
あ
っ
て
か
山
貞
等
へ
と
伝
統
が
受

け
継
が
れ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
昭
和
四
十
九
年
か
ら
群
制
度
に
よ

る
高
校
入
試
が
始
め
ら
れ
、
校
内
で
も
不
安
が

走
っ
た
。
学
校
間
格
差
を
是
正
す
る
た
め
の
も
の

で
、
時
代
の
流
れ
な
の
か
、
社
会
の
要
請
な
の
か
、

県
も
学
校
も
ど
う
す
る
術
も
無
か
っ
た
。
賛
否
は

確
か
に
あ
っ
た
が
群
制
度
に
よ
る
入
試
は
実
施
さ

れ
、
そ
の
一
年
後
皆
さ
ん
が
入
学
し
て
こ
ら
れ
た
。

　
入
学
し
た
生
徒
の
気
持
ち
が
当
時
の
学
校
新
聞

に
書
か
れ
て
お
り
「
こ
ん
な
学
校
群
制
度
に
は
反

対
で
あ
る
。
そ
の
大
き
な
欠
点
は
、
希
望
す
る
高

校
へ
入
れ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、

各
学
校
で
教
育
方
針
や
特
徴
が
違
う
と
思
う
」
と

あ
っ
た
。

　
そ
の
時
の
堀
校
長
先
生
は
、
こ
の
難
局
を
乗
り

切
っ
て
行
く
た
め
に
は
生
徒
一
人
一
人
が
岐
高
に

対
す
る
帰
属
意
識
を
高
め
、
更
に
、
知
徳
体
の

調
和
に
と
れ
た
人
格
を
形
成
さ
せ
る
為
に
は
校
歌

が
一
番
良
い
と
私
た
ち
生
徒
課
に
申
し
出
て
こ
ら

れ
た
。
そ
こ
で
早
速
大
太
鼓
を
購
入
し
、
応
援
団

を
結
成
し
て
全
校
一
致
で
校
歌
の
練
習
に
励
ん
だ
。

　
一
部
に
や
り
過
ぎ
と
い
う
声
も
あ
っ
た
が
、
校

内
に
は
「
千
仞
の
嶽
金
華
山・・・
」
の
年
間
を
通

し
て
の
声
に
群
制
度
の
風
は
い
つ
し
か
消
え
、
学

校
は
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
、
群
制
度
以
前
の

百
折
不
撓
の
校
風
が
教
育
活
動
に
ま
で
及
ぼ
し
た

の
か
、生
徒
は
学
校
行
事
に
勉
強
に
勤
し
み
大
学

進
学
も
東
京
・
京
都
・
一
橋
で
四
十
、
名
古
屋

四
十
三
と
期
待
し
た
以
上
の
成
果
が
上
が
り
、

五
十
三
年
卒
生
バ
ン
ザ
イ
で
あ
っ
た
。

　
学
校
の
文
化
行
事
で
は
三
年
毎
に
公
演
・
音

楽
・
演
劇
と
回
わ
っ
て
実
地
し
て
い
ま
す
が
、
覚

え
て
い
ま
す
か
。
一
年
で
は
本
校
の
卒
業
生
平
野

謙
氏
に
よ
る
島
崎
藤
村
の「
破
戒
」つ
い
て
、
二
年

で
世
界
的
な
オ
ペ
ラ
歌
手
五
十
嵐
喜
芳
さ
ん
の

リ
サ
イ
タ
ル
、
三
年
で
新
制
作
座
の「
泥
か
ぶ
ら
」

が
公
演
さ
れ
た
。

　
そ
の
他
、
青
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
自
然
の
厳
し

い
嶽
を
知
る
た
め
に
林
間
学
舎
が
実
地
さ
れ
た
。

最
後
に
第
五
十
回
春
の
選
抜
野
球
大
会
に
甲
子
園

出
場
が
で
き
た
の
も
、
五
十
三
年
卒
業
生
硬
式

野
球
部
の
指
導
の
賜
物
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

53年卒業生に思う

山田　三郎
昭和47～57年在職

　
私
は
岐
阜
高
校
に
昭
和
五
十
年
四
月

か
ら
昭
和
五
十
五
年
三
月
ま
で
六
年
間

数
学
の
教
師
と
し
て
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。二
十
五
歳
か
ら
三
十
一
歳
と

若
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、今
思
え
ば
あ
ま

り
立
派
な
教
師
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。そ
う
し
た
な
か
、先
輩
の
先
生

方
や
生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
こ
と
を

学
び
、ま
た
様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
今
で
も
記
憶
に
残
っ
て
い
る
こ
と
を
い
く
つ
か
つ

づ
り
な
が
ら
当
時
を
懐
か
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
１
）数
学
の
授
業
で
非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
の

　
授
業
を
一
ヶ
月
間
行
っ
た
こ
と

　
教
科
書
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
内
容
な
の
で
、

自
分
な
り
に
色
々
な
専
門
書
を
読
み
高
校
生
に
も

理
解
で
き
る
よ
う
な
構
成
に
す
る
の
に
苦
労
し
ま

し
た
。毎
時
間
手
書
き
の
プ
リ
ン
ト
を
用
意
し
試

行
錯
誤
の
授
業
で
し
た
が
、生
徒
は
興
味
を
も
っ
て

学
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　
五
年
位
前
、県
庁
の
総
合
政
策
課
に
勤
務
し
て

い
た
と
き
、県
の
幹
部
に
な
っ
て
い
る
卒
業
生
の
方

か
ら「
先
日
、先
生
の
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
の
授

業
の
プ
リ
ン
ト
を
読
み
返
し
ま
し
た
が
改
め
て
興

味
深
い
内
容
で
し
た
」と
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
岐
阜
高
校
の
生
徒
は
優
秀
で
礼
儀
正
し

い
。

（
２
）硬
式
野
球
部
で
甲
子
園
に
行
け
た
こ
と

　
硬
式
野
球
部
の
副
部
長
で
あ
っ
た
と
き
、春
の
甲

子
園
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
部
長
さ
ん
や

監
督
さ
ん
の
お
手
伝
い
で
し
た
が
、部
員
の
引
率
や

世
話
、マ
ス
コ
ミ
へ
の
対
応
を
任
せ
て
い
た
だ
き
充

実
し
た
期
間
で
し
た
。
バ
ス
で
出
発
す
る
場
面
や

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
様
子
が
写
真

付
き
で
新
聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し

た
が
、な
ぜ
か
私
が
ア
ッ
プ
で

写
っ
て
い
ま
し
た
。
試
合
の
方

は
、二
回
戦
ま
で
進
み
し
ば
ら

く
部
員
の
皆
さ
ん
と
寝
食
を
と

も
に
し
ま
し
た
。
帰
っ
て
き
た

と
き
体
重
が
五
キ
ロ
も
増
え
て

い
ま
し
た
。
岐
阜
高
校
の
生
徒

は
大
食
い
の
人
が
多
い
。

（
３
）文
化
祭
で
、私
と
妻
の
写
真
が
掲
示
さ
れ
た

　
こ
と

　
当
時
私
は
新
婚
で
あ
り
、妻
は
加
納
高
校
で
英

語
の
教
師
を
し
て
い
ま
し
た
。私
が
体
操
着
で
グ
ラ

ン
ド
を
駆
け
て
い
る
写
真
の
横
に
妻
の
写
真
を
貼

り
付
け
た
も
の
が
、写
真
部
の
展
示
会
場
に
掲
示

さ
れ
ま
し
た
。最
近
そ
の
掲
載
さ
れ
た
写
真
が
出

て
き
ま
し
た
。私
も
昔
は
け
っ
こ
う
イ
ケ
面
や
っ
た
。

  

加
納
高
校
ま
で
よ
く
妻
の
写
真
を
撮
り
に
行
っ
た

し
撮
る
こ
と
が
で
き
た
な
と
感
心
し
て
い
ま
す
。

岐
阜
高
校
の
生
徒
の
行
動
力
と
交
渉
力
は
素
晴
ら

し
い
。

（
４
）と
ん
で
も
な
い
生
徒
が
い
る
と
思
っ
た
こ
と

　
私
は
着
任
早
々
一
年
生
の
男
子
ク
ラ
ス
を
担
任

し
ま
し
た
。
男
子
ば
か
り
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て

か
、教
室
の
整
理
整
頓
に
は
力
を
入
れ
て
い
ま
し

た
。
あ
る
日
の
終
り
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
と
き
、飲

み
残
し
の
牛
乳
ビ
ン
が
放
置
し
て
あ
る
の
を
見
つ

け「
誰
の
や
、今
度
や
っ
た
ら
飲
ま
せ
る
ぞ
」と
注
意

し
た
と
き
、あ
る
生
徒
が
手
を
挙
げ
て
発
言
し
ま

し
た
。「
先
生
、細
菌
兵
器
は
国
際
法
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
」 

岐
阜
高
校
は
、「
お
た
く
」の
生
徒
が
い

る
。

今でも記憶に残っていること

小邑  政明
昭和50～55年在職

Memories
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私
は
両
親
が
明
治
生
ま
れ
の
家
に

育
っ
た
。
父
は
先
の
戦
争
に
も
従
軍
し

て
お
り
、
明
治
男
の
代
表
の
よ
う
な
躾

に
厳
し
い
人
で
し
た
。
怖
か
っ
た
。
当
時
、

父
が
他
人
の
よ
う
に
思
え
て
、
箸
の
上

げ
下
げ
に
も
厳
し
か
っ
た
。
口
癖
は
大
き

く
成
っ
た
ら
、
人
の
為
に
働
く
人
に
な
れ

と
教
え
込
ま
れ
て
教
員
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

　
教
員
に
な
っ
て
十
三
年
目
の
昭
和
四
十
七
年
、

春
異
動
で
岐
高
に
赴
任
し
た
。
当
時
の
岐
高
生
は

前
頭
葉
が
異
常
に
発
達
し
た
生
徒
た
ち
ば
か
り
で
、

私
の
教
師
像
に
近
い
も
の
が
あ
っ
て
つ
い
「
打
て

ば
響
く
」
の
気
持
ち
が
先
走
っ
て
、
厳
し
い
先
生
、

怖
い
先
生
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
と
も
物
理

と
い
う
科
目
が
ネ
ッ
ク
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

　
生
徒
は
勉
強
が
好
き
で
、
学
問
に
真
摯
で
校
歌

の
「
国
家
の
為
に
明
け
暮
れ
学
ぶ
」
そ
の
も
の
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
教
師
も
そ
れ
ぞ
れ
が
国
家

の
為
に
生
き
て
く
れ
る
生
徒
を
育
成
す
る
こ
と
に

暗
黙
の
了
解
が
あ
っ
て
か
山
貞
等
へ
と
伝
統
が
受

け
継
が
れ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
昭
和
四
十
九
年
か
ら
群
制
度
に
よ

る
高
校
入
試
が
始
め
ら
れ
、
校
内
で
も
不
安
が

走
っ
た
。
学
校
間
格
差
を
是
正
す
る
た
め
の
も
の

で
、
時
代
の
流
れ
な
の
か
、
社
会
の
要
請
な
の
か
、

県
も
学
校
も
ど
う
す
る
術
も
無
か
っ
た
。
賛
否
は

確
か
に
あ
っ
た
が
群
制
度
に
よ
る
入
試
は
実
施
さ

れ
、
そ
の
一
年
後
皆
さ
ん
が
入
学
し
て
こ
ら
れ
た
。

　
入
学
し
た
生
徒
の
気
持
ち
が
当
時
の
学
校
新
聞

に
書
か
れ
て
お
り
「
こ
ん
な
学
校
群
制
度
に
は
反

対
で
あ
る
。
そ
の
大
き
な
欠
点
は
、
希
望
す
る
高

校
へ
入
れ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、

各
学
校
で
教
育
方
針
や
特
徴
が
違
う
と
思
う
」
と

あ
っ
た
。

　
そ
の
時
の
堀
校
長
先
生
は
、
こ
の
難
局
を
乗
り

切
っ
て
行
く
た
め
に
は
生
徒
一
人
一
人
が
岐
高
に

対
す
る
帰
属
意
識
を
高
め
、
更
に
、
知
徳
体
の

調
和
に
と
れ
た
人
格
を
形
成
さ
せ
る
為
に
は
校
歌

が
一
番
良
い
と
私
た
ち
生
徒
課
に
申
し
出
て
こ
ら

れ
た
。
そ
こ
で
早
速
大
太
鼓
を
購
入
し
、
応
援
団

を
結
成
し
て
全
校
一
致
で
校
歌
の
練
習
に
励
ん
だ
。

　
一
部
に
や
り
過
ぎ
と
い
う
声
も
あ
っ
た
が
、
校

内
に
は
「
千
仞
の
嶽
金
華
山・・・
」
の
年
間
を
通

し
て
の
声
に
群
制
度
の
風
は
い
つ
し
か
消
え
、
学

校
は
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
、
群
制
度
以
前
の

百
折
不
撓
の
校
風
が
教
育
活
動
に
ま
で
及
ぼ
し
た

の
か
、生
徒
は
学
校
行
事
に
勉
強
に
勤
し
み
大
学

進
学
も
東
京
・
京
都
・
一
橋
で
四
十
、
名
古
屋

四
十
三
と
期
待
し
た
以
上
の
成
果
が
上
が
り
、

五
十
三
年
卒
生
バ
ン
ザ
イ
で
あ
っ
た
。

　
学
校
の
文
化
行
事
で
は
三
年
毎
に
公
演
・
音

楽
・
演
劇
と
回
わ
っ
て
実
地
し
て
い
ま
す
が
、
覚

え
て
い
ま
す
か
。
一
年
で
は
本
校
の
卒
業
生
平
野

謙
氏
に
よ
る
島
崎
藤
村
の「
破
戒
」つ
い
て
、
二
年

で
世
界
的
な
オ
ペ
ラ
歌
手
五
十
嵐
喜
芳
さ
ん
の

リ
サ
イ
タ
ル
、
三
年
で
新
制
作
座
の「
泥
か
ぶ
ら
」

が
公
演
さ
れ
た
。

　
そ
の
他
、
青
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
自
然
の
厳
し

い
嶽
を
知
る
た
め
に
林
間
学
舎
が
実
地
さ
れ
た
。

最
後
に
第
五
十
回
春
の
選
抜
野
球
大
会
に
甲
子
園

出
場
が
で
き
た
の
も
、
五
十
三
年
卒
業
生
硬
式

野
球
部
の
指
導
の
賜
物
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

53年卒業生に思う

山田　三郎
昭和47～57年在職

　
私
は
岐
阜
高
校
に
昭
和
五
十
年
四
月

か
ら
昭
和
五
十
五
年
三
月
ま
で
六
年
間

数
学
の
教
師
と
し
て
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。二
十
五
歳
か
ら
三
十
一
歳
と

若
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、今
思
え
ば
あ
ま

り
立
派
な
教
師
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。そ
う
し
た
な
か
、先
輩
の
先
生

方
や
生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
こ
と
を

学
び
、ま
た
様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
今
で
も
記
憶
に
残
っ
て
い
る
こ
と
を
い
く
つ
か
つ

づ
り
な
が
ら
当
時
を
懐
か
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
１
）数
学
の
授
業
で
非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
の

　
授
業
を
一
ヶ
月
間
行
っ
た
こ
と

　
教
科
書
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
内
容
な
の
で
、

自
分
な
り
に
色
々
な
専
門
書
を
読
み
高
校
生
に
も

理
解
で
き
る
よ
う
な
構
成
に
す
る
の
に
苦
労
し
ま

し
た
。毎
時
間
手
書
き
の
プ
リ
ン
ト
を
用
意
し
試

行
錯
誤
の
授
業
で
し
た
が
、生
徒
は
興
味
を
も
っ
て

学
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　
五
年
位
前
、県
庁
の
総
合
政
策
課
に
勤
務
し
て

い
た
と
き
、県
の
幹
部
に
な
っ
て
い
る
卒
業
生
の
方

か
ら「
先
日
、先
生
の
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
の
授

業
の
プ
リ
ン
ト
を
読
み
返
し
ま
し
た
が
改
め
て
興

味
深
い
内
容
で
し
た
」と
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
岐
阜
高
校
の
生
徒
は
優
秀
で
礼
儀
正
し

い
。

（
２
）硬
式
野
球
部
で
甲
子
園
に
行
け
た
こ
と

　
硬
式
野
球
部
の
副
部
長
で
あ
っ
た
と
き
、春
の
甲

子
園
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
部
長
さ
ん
や

監
督
さ
ん
の
お
手
伝
い
で
し
た
が
、部
員
の
引
率
や

世
話
、マ
ス
コ
ミ
へ
の
対
応
を
任
せ
て
い
た
だ
き
充

実
し
た
期
間
で
し
た
。
バ
ス
で
出
発
す
る
場
面
や

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
様
子
が
写
真

付
き
で
新
聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し

た
が
、な
ぜ
か
私
が
ア
ッ
プ
で

写
っ
て
い
ま
し
た
。
試
合
の
方

は
、二
回
戦
ま
で
進
み
し
ば
ら

く
部
員
の
皆
さ
ん
と
寝
食
を
と

も
に
し
ま
し
た
。
帰
っ
て
き
た

と
き
体
重
が
五
キ
ロ
も
増
え
て

い
ま
し
た
。
岐
阜
高
校
の
生
徒

は
大
食
い
の
人
が
多
い
。

（
３
）文
化
祭
で
、私
と
妻
の
写
真
が
掲
示
さ
れ
た

　
こ
と

　
当
時
私
は
新
婚
で
あ
り
、妻
は
加
納
高
校
で
英

語
の
教
師
を
し
て
い
ま
し
た
。私
が
体
操
着
で
グ
ラ

ン
ド
を
駆
け
て
い
る
写
真
の
横
に
妻
の
写
真
を
貼

り
付
け
た
も
の
が
、写
真
部
の
展
示
会
場
に
掲
示

さ
れ
ま
し
た
。最
近
そ
の
掲
載
さ
れ
た
写
真
が
出

て
き
ま
し
た
。私
も
昔
は
け
っ
こ
う
イ
ケ
面
や
っ
た
。

  

加
納
高
校
ま
で
よ
く
妻
の
写
真
を
撮
り
に
行
っ
た

し
撮
る
こ
と
が
で
き
た
な
と
感
心
し
て
い
ま
す
。

岐
阜
高
校
の
生
徒
の
行
動
力
と
交
渉
力
は
素
晴
ら

し
い
。

（
４
）と
ん
で
も
な
い
生
徒
が
い
る
と
思
っ
た
こ
と

　
私
は
着
任
早
々
一
年
生
の
男
子
ク
ラ
ス
を
担
任

し
ま
し
た
。
男
子
ば
か
り
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て

か
、教
室
の
整
理
整
頓
に
は
力
を
入
れ
て
い
ま
し

た
。
あ
る
日
の
終
り
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
と
き
、飲

み
残
し
の
牛
乳
ビ
ン
が
放
置
し
て
あ
る
の
を
見
つ

け「
誰
の
や
、今
度
や
っ
た
ら
飲
ま
せ
る
ぞ
」と
注
意

し
た
と
き
、あ
る
生
徒
が
手
を
挙
げ
て
発
言
し
ま

し
た
。「
先
生
、細
菌
兵
器
は
国
際
法
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
」 

岐
阜
高
校
は
、「
お
た
く
」の
生
徒
が
い

る
。

今でも記憶に残っていること

小邑  政明
昭和50～55年在職

Memories
恩師からの便り 恩師からの便りMemories
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私
の
教
員
生
活
を
振
り
返
る
と
、
岐

阜
高
校
勤
務
が
最
も
長
く
、
思
い
出
す

こ
と
も
多
い
。

　
毎
年
の
よ
う
に
担
任
ク
ラ
ス
の
誰
か

が
、
私
の
授
業
中
の
雑
談
を
記
録
し
て

い
て
、担
任
の
制
止
も
聞
か
ず
に
文
化
祭

で「
安
平（
ア
ン
ペ
イ
）氏
物
語
」な
る
映
画

を
発
表
し
続
け
た
。
つ
い
に
私
の
名
前
の

読
み
は
間
違
っ
た
ま
ま
広
が
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
の
証
拠
に
、
こ
の
文
章
依
頼
者
も
ア
ン
ペ
イ

先
生
と
、
極
真
面
目
に
電
話
し
て
き
た
。

　
岐
阜
高
校
で
囲
碁
将
棋
部
の
顧
問
と
し
て
、
高

校
将
棋
選
手
権
男
子
団
体
戦
で
全
国
優
勝
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
そ
の
為
、
転
勤
後
も
様
々
な
縁
が

続
き
、
以
下
も
そ
の
内
の
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出

で
あ
る
。

　
　
月
に
呑
み
酔
ひ
て
絡
ら
み
て
涙
し
て

　
　
時
刻
む
秒
針
の
音
秋
深
し

　
　
手
の
読
み
に
ひ
た
す
ら
沈
む
夜
半
の
秋

　
　
モ
ル
ヒ
ネ
も
断
り
て
読
む
夜
長
か
な

　
見
知
ら
ぬ
人
か
ら
便
り
が
届
い
た
。
そ
れ
は
先

年
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
天
才
棋
士
、
村
山
聖
の

ご
両
親
か
ら
の
も
の
だ
っ
た
。
遺
品
の
中
か
ら
私

の
手
紙
を
発
見
し
て
お
便
り
を
下
さ
っ
た
の
で
あ

る
。
暫
く
し
て
彼
の
著
書
や
関
係
雑
誌
も
送
っ
て

下
さ
っ
た
。

　
将
棋
界
に
突
然
現
れ
、
忽
然
と
逝
っ
た
天
才
棋

士
村
山
聖
は
幼
少
よ
り
病
弱
で
、
慰
み
に
父
か
ら

与
え
ら
れ
た
将
棋
に
才
能
を
傾
け
た
。

　
生
け
る
も
の
全
て
が
愛
お
し
く
、
自
分
の
爪
や

髪
の
毛
さ
え
も「
せ
っ
か
く
生
え
て
き
た
の
だ
か

ら
、
切
る
の
が
可
哀
想
」だ
と
、
伸
び
放
題
で

あ
っ
た
。

　
七
冠
王
の
羽
生
を
ラ
イ
バ
ル
と
見
据
え
、
そ
の

牙
城
の
一
角
を
切
り
崩
す
の
は
村
山
だ
と
誰
も
が

認
め
て
い
た
。
彼
が
奨
励
会
の
修
業
時
代
に
既
に
、

プ
ロ
の
対
局
の
難
解
な
終
盤
に「
王
将
が
詰
む
か

詰
ま
な
い
か
」分
か
ら
な
い
局
面
が
現
れ
る
と
、
最

後
は「
村
山
に
訊
け
」が
何
時
し
か
合
い
言
葉
に

な
っ
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
あ
っ
と
い
う
間
に
プ
ロ
の
最
高
峰
Ａ

級
八
段
に
駆
け
上
っ
た
。

　
将
棋
の
戦
い
に
は
休
戦
日
も
あ
っ
た
が
、
宿
痾

と
の
戦
い
に
生
涯
休
戦
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
自

覚
し
て
い
た
村
山
は
一
刻
も
早
く
目
標
の
名
人
に

な
り
、
素
敵
な
女
性
と
巡
り
会
い
、
結
婚
も
夢

見
て
い
た
。

　
し
か
し
一
方
で
、
長
生
き
で
き
な
い
自
分
に
お

金
は
不
要
と
、
苦
し
ん
で
い
る
ア
フ
リ
カ
の
子
供

達
に
、
十
年
間
、
毎
年
数
十
万
円
か
ら
数
百
万

円
の
寄
付
を
続
け
た
。
哀
し
く
も
純
粋
で
、
崇

高
だ
っ
た
。

　
村
山
に
握
力
が
な
い
た
め
、
洗
濯
物
が
絞
れ
な

い
の
を
見
か
ね
た
師
匠
の
森
信
雄
は
、
弟
子
の
下

着
ま
で
洗
い
続
け
て
そ
の
才
能
を
惜
し
ん
だ
。

　
末
期
の
癌
を
抱
え
、
抗
癌
剤
や
鎮
痛
剤
は
将

棋
の
手
の
読
み
を
鈍
ら
せ
る
と
い
う
理
由
か
ら
、

投
与
を
断
り
、
激
痛
に
耐
え
て
勝
負
に
挑
み
、
勝

ち
続
け
た
。

　
そ
の
棋
風
に
安
全
勝
ち
な
ど
微
塵
も
な
く
、
痛

快
無
比
。
彼
に
は
安
全
勝
ち
な
ど
す
る
時
間
は
な

か
っ
た
。
二
十
九
歳
で
逝
く
と
は
、
余
り
に
も
若

す
ぎ
る
。
残
さ
れ
た
珠
玉
の
棋
譜
は
光
彩
を
放
ち
、

棋
界
の
歴
史
に
そ
の
名
を
刻
ん
だ
。　
　
　
　
　

　
　
清
冽
に
生
き
て
逝
き
け
り
鰯
雲

　
　
夭
折
の
棋
士
偲
び
を
り
菊
の
夜

鰯　雲

岐阜県先端科学技術体験センター
館　長

日比野 安平
昭和54～63年在職

　
校
舎
再
生
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

春
は
再
生
の
季
節
で
す
か
ら
、
万
物
が
甦

り
ま
す
。
桜
は
そ
の
シ
ン
ボ
ル
だ
そ
う
で

す
。「
だ
か
ら
岐
阜
高
校
は
」な
ん
て
、
お

べ
ん
ち
ゃ
ら
言
お
う
と
考
え
て
い
る
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
以
下
私
事
で
す
が
、
今
ま
で
い
ろ
ん
な
趣
味
を
持

ち
ま
し
た
。
本
来
私
は
中
途
半
端
な
人
間
で
す
か
ら

何
事
も
徹
底
し
ま
せ
ん
。
趣
味
も
同
様
で
、
深
い
境

地
に
達
し
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
写
真
に
凝
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
一
人
で
は
行
け
な
い
よ
う
な
山
地

や
海
浜
に
も
行
き
ま
し
た
。
先
人
の
後
を
訪
ね（
芭
蕉

み
た
い
で
す
が
）写
真
を
撮
り
ま
し
ま
し
た
。
人
ま
ね

写
真
で
す
。
自
分
が
い
い
な
と
思
っ
た
も
の
を
撮
っ
て

も
誰
も
評
価
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。妙
な
も
の
で
す
。
木

工
に
没
頭
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
体
力
不

足
で
今
で
は
ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
買
い
集
め
た

銘
木
の
か
け
ら
を
購
入
し
た
お
店
に
引
き
取
っ
て
戴

き
ま
し
た
。
だ
れ
か
利
用
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
か
な

と
。
残
し
て
お
く
と
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
ら
れ
て
し
ま

う
。
勿
体
な
い
。
パ
ソ
コ
ン
に
入
れ
あ
げ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
パ
ソ
コ
ン（
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
と
謂
え

ど
も
）趣
味
に
な
り
得
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
気
付

き
ま
し
た
。
暇
つ
ぶ
し
に
は
な
り
ま
す
が
。

　
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
音
楽
を
ラ
ジ
オ・C
D
な
ど
で
聞
く

こ
と
。
一
日
二
時
間（
C
D
二
枚
分
）聞
く
の
を
目
標

に
し
ま
し
た
。
こ
の
く
ら
い
聞
け
ば
非
文
化
的
頭
脳

（
山
家
育
ち
で
、
殆
ど
猿
と
同
じ
感
性
だ
っ
た
わ
け
で

す
か
ら
）の
持
ち
主
で
も
い
く
ら
か
西
洋
音
楽
が
体
に

染
込
む
か
な
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
ど
う
や
ら
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
音
楽
か
ら
、
メ
シ
ア
ン
ま
で
何
と
か
耳

に
入
っ
て
き
ま
す（「
わ
か
る
」な
ど
と
は
言
い
ま
せ
ん
）。

　
そ
の
趣
味
が
昨
年
夏
過
ぎ
か
ら
新
し
い
興
味・関

心
に
変
化
し
始
め
ま
し
た
。
止
む
を
得
ず
し
て
始
め

た「
食
事
作
り
」
、「
料
理
」と
い
う
訳
な
ん
で
す
が
、

「
男
子
厨
房
に
入
ら
ず
」で
何
も
や
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
が
厨
房
に
入
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
の
で
す
。
そ
こ
で
料
理
が
新
し
い
趣
味
に
な
り
始

め
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
の
感
動
が
あ
り
ま
し
た
。
一

番
は
、
去
年
年
末
に「
お
せ
ち
料
理
」を
作
る
と
い
う

野
望
を
持
ち
、
挑
戦
を
始
め
ま
し
た
。
中
で
も
、「
黒

豆
」と「
昆
布
巻
き
」が
メ
イ
ン
で
し
た
。ネ
ッ
ト
で
レ
シ

ピ
を
調
べ
る
と
ま
ち
ま
ち
、何
が
基
本
か
よ
く
分
か

り
ま
せ
ん
。「
身
欠
き
ニ
シ
ン
」と
は
何
か
、
ど
う
処

理
す
べ
き
か
、
大
凡
ネ
ッ
ト
か
ら
吸
収
し
ま
し
た
。

ほ
ぼ
完
成
し
た
段
階
で
食
っ
て
み
ま
し
た
。
変
な
味

で
し
た
。
こ
り
ゃ
失
敗
だ
な
と
、が
っ
か
り
し
て
、

よ
っ
ぽ
ど
捨
て
よ
う
か
と
思
っ
た
の
で
す
が
そ
の
ま

ま
に
し
て
寝
て
し
ま
い
ま
し
た
。翌
朝
も
う
一
度
食
っ

て
み
た
ら
、
全
く
味
が
違
う
、こ
れ
な
ら
い
け
る
じ
ゃ

な
い
か
と
思
っ
て
別
の
鰊
も
食
っ
て
み
ま
し
た
。

　
仕
上
げ
て
か
ら
時
間
を
置
く
と
熟
成
し
て
来
る
と

い
う
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
一
つ
勉
強
し

ま
し
た
。

　
振
り
返
っ
て
み
る
と
一
つ
の
趣
味
に
没
頭
す
る
の

は
お
よ
そ
八
年
く
ら
い
だ
っ
た
と
思
う
。
そ
の
く
ら

い
経
つ
と
次
の
奴
が
そ
ろ
そ
ろ
目
覚
め
る
。
過
去
の

趣
味
に
は
見
向
き
も
し
な
く
な
り
ま
す
。
前
の
趣
味

が
何
年
か
し
て
復
活
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。写
真

の
場
合
で
言
え
ば
、
新
し
い
発
想
の
カ
メ
ラ
が
出
た

と
き
な
ど
で
す
。

　
今
、
料
理
に
没
頭
し
て
い
ま
す
が
、
今
ま
で
の
経

験
に
よ
る
と
ほ
ぼ
八
年
く
ら
い
で
飽
き
る
こ
と
に
な

る
。
そ
の
後
に
く
る
新
し
い
趣
味
と
い
う
も
の
が
存

在
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
最
後
の
趣
味
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

最後の趣味
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私
の
教
員
生
活
を
振
り
返
る
と
、
岐

阜
高
校
勤
務
が
最
も
長
く
、
思
い
出
す

こ
と
も
多
い
。

　
毎
年
の
よ
う
に
担
任
ク
ラ
ス
の
誰
か

が
、
私
の
授
業
中
の
雑
談
を
記
録
し
て

い
て
、担
任
の
制
止
も
聞
か
ず
に
文
化
祭

で「
安
平（
ア
ン
ペ
イ
）氏
物
語
」な
る
映
画

を
発
表
し
続
け
た
。
つ
い
に
私
の
名
前
の

読
み
は
間
違
っ
た
ま
ま
広
が
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
の
証
拠
に
、
こ
の
文
章
依
頼
者
も
ア
ン
ペ
イ

先
生
と
、
極
真
面
目
に
電
話
し
て
き
た
。

　
岐
阜
高
校
で
囲
碁
将
棋
部
の
顧
問
と
し
て
、
高

校
将
棋
選
手
権
男
子
団
体
戦
で
全
国
優
勝
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
そ
の
為
、
転
勤
後
も
様
々
な
縁
が

続
き
、
以
下
も
そ
の
内
の
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出

で
あ
る
。

　
　
月
に
呑
み
酔
ひ
て
絡
ら
み
て
涙
し
て

　
　
時
刻
む
秒
針
の
音
秋
深
し

　
　
手
の
読
み
に
ひ
た
す
ら
沈
む
夜
半
の
秋

　
　
モ
ル
ヒ
ネ
も
断
り
て
読
む
夜
長
か
な

　
見
知
ら
ぬ
人
か
ら
便
り
が
届
い
た
。
そ
れ
は
先

年
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
天
才
棋
士
、
村
山
聖
の

ご
両
親
か
ら
の
も
の
だ
っ
た
。
遺
品
の
中
か
ら
私

の
手
紙
を
発
見
し
て
お
便
り
を
下
さ
っ
た
の
で
あ

る
。
暫
く
し
て
彼
の
著
書
や
関
係
雑
誌
も
送
っ
て

下
さ
っ
た
。

　
将
棋
界
に
突
然
現
れ
、
忽
然
と
逝
っ
た
天
才
棋

士
村
山
聖
は
幼
少
よ
り
病
弱
で
、
慰
み
に
父
か
ら

与
え
ら
れ
た
将
棋
に
才
能
を
傾
け
た
。

　
生
け
る
も
の
全
て
が
愛
お
し
く
、
自
分
の
爪
や

髪
の
毛
さ
え
も「
せ
っ
か
く
生
え
て
き
た
の
だ
か

ら
、
切
る
の
が
可
哀
想
」だ
と
、
伸
び
放
題
で

あ
っ
た
。

　
七
冠
王
の
羽
生
を
ラ
イ
バ
ル
と
見
据
え
、
そ
の

牙
城
の
一
角
を
切
り
崩
す
の
は
村
山
だ
と
誰
も
が

認
め
て
い
た
。
彼
が
奨
励
会
の
修
業
時
代
に
既
に
、

プ
ロ
の
対
局
の
難
解
な
終
盤
に「
王
将
が
詰
む
か

詰
ま
な
い
か
」分
か
ら
な
い
局
面
が
現
れ
る
と
、
最

後
は「
村
山
に
訊
け
」が
何
時
し
か
合
い
言
葉
に

な
っ
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
あ
っ
と
い
う
間
に
プ
ロ
の
最
高
峰
Ａ

級
八
段
に
駆
け
上
っ
た
。

　
将
棋
の
戦
い
に
は
休
戦
日
も
あ
っ
た
が
、
宿
痾

と
の
戦
い
に
生
涯
休
戦
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
自

覚
し
て
い
た
村
山
は
一
刻
も
早
く
目
標
の
名
人
に

な
り
、
素
敵
な
女
性
と
巡
り
会
い
、
結
婚
も
夢

見
て
い
た
。

　
し
か
し
一
方
で
、
長
生
き
で
き
な
い
自
分
に
お

金
は
不
要
と
、
苦
し
ん
で
い
る
ア
フ
リ
カ
の
子
供

達
に
、
十
年
間
、
毎
年
数
十
万
円
か
ら
数
百
万

円
の
寄
付
を
続
け
た
。
哀
し
く
も
純
粋
で
、
崇

高
だ
っ
た
。

　
村
山
に
握
力
が
な
い
た
め
、
洗
濯
物
が
絞
れ
な

い
の
を
見
か
ね
た
師
匠
の
森
信
雄
は
、
弟
子
の
下

着
ま
で
洗
い
続
け
て
そ
の
才
能
を
惜
し
ん
だ
。

　
末
期
の
癌
を
抱
え
、
抗
癌
剤
や
鎮
痛
剤
は
将

棋
の
手
の
読
み
を
鈍
ら
せ
る
と
い
う
理
由
か
ら
、

投
与
を
断
り
、
激
痛
に
耐
え
て
勝
負
に
挑
み
、
勝

ち
続
け
た
。

　
そ
の
棋
風
に
安
全
勝
ち
な
ど
微
塵
も
な
く
、
痛

快
無
比
。
彼
に
は
安
全
勝
ち
な
ど
す
る
時
間
は
な

か
っ
た
。
二
十
九
歳
で
逝
く
と
は
、
余
り
に
も
若

す
ぎ
る
。
残
さ
れ
た
珠
玉
の
棋
譜
は
光
彩
を
放
ち
、

棋
界
の
歴
史
に
そ
の
名
を
刻
ん
だ
。　
　
　
　
　

　
　
清
冽
に
生
き
て
逝
き
け
り
鰯
雲

　
　
夭
折
の
棋
士
偲
び
を
り
菊
の
夜
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と
に
な

る
。
そ
の
後
に
く
る
新
し
い
趣
味
と
い
う
も
の
が
存

在
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
最
後
の
趣
味
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

最後の趣味

佐口  修一
昭和53～平成4年在職

Memories
恩師からの便り 恩師からの便りMemories


